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●TOPICS

6月は土砂災害防止月間です
子育て支援センター・子育てサロンを紹介します
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６
月
の
梅
雨
時
期
は
雨
が
降
り
続
く
こ

と
が
多
く
、
が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、
土

石
流
な
ど
の
土
砂
災
害
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
こ
う
し
た
災
害
が
発
生
す
る
と
生
命

や
財
産
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
ま
た
、
近
年
は

土
砂
災
害
の
発
生
数
が
増
え
て
き
て
い
ま

す
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
土
砂

災
害
に
つ
い
て
の
知
識
を
深
め
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

が
け
崩
れ

　

地
中
に
し
み
こ
ん
だ
雨
水
に
よ
り
、
急

な
斜
面
が
突
然
崩
れ
落
ち
る
現
象
で
す
。

ま
た
、
地
震
に
よ
っ
て
起
こ
る
こ
と
も
あ

り
、
崩
れ
た
土
砂
は
傾
斜
の
高
さ
の
２
倍

に
当
た
る
距
離
（
ま
た
は
最
大
50
㍍
）
ま

で
届
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
突
然
発
生

す
る
た
め
、
死
者
の
割
合
が
高
い
こ
と
も

特
徴
で
す
。

　

が
け
崩
れ
の
前
兆
と
し
て
は
、
表
面
で

の
流
水
発
生
、
小
石
の
落
下
、
湧ゆ

う

水
の
発

生
や
濁
り
、
湧ゆ

う

水
量
の
増
加
な
ど
が
あ

り
、
そ
の
後
、
地
鳴
り
、
斜
面
の
ふ
く
ら

み
、
湧ゆ

う

水
の
停
止
や
噴
き
出
し
が
見
ら
れ

ま
す
。

土
石
流

　

谷
や
山
の
斜
面
か
ら
崩
れ
た
土
や
石
な

ど
が
、
梅
雨
の
長
雨
や
台
風
の
大
雨
に
よ

る
水
と
一
緒
に
な
っ
て
、
一
気
に
流
れ
出

て
く
る
現
象
で
す
。
土
石
流
は
、
流
れ
の

急
な
川
や
扇
状
地
で
発
生
す
る
こ
と
が
多

く
、
速
い
ス
ピ
ー
ド
と
強
い
力
で
、
人
の

命
や
家
な
ど
の
財
産
を
奪
い
、
道
路
や
線

路
な
ど
の
交
通
網
に
も
大
き
な
被
害
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　

土
石
流
の
前
兆
と
し
て
は
、
地
鳴
り
、

流
水
の
異
常
な
濁
り
、
土
臭
い
に
お
い
、

渓
流
水
位
の
激
減
な
ど
が
あ
り
、そ
の
後
、

渓
流
内
で
の
転
石
の
音
、
流
木
、
流
水
の

急
激
な
濁
り
が
見
ら
れ
ま
す
。

命
をを
守守
る
の
は

る
の
は

　
　
「
早

　
　
「
早
め
の
め
の
避
難
」

避
難
」で
す
で
す
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過去5年間の土砂災害発生件数（全国）

6月は土砂災害防止月間です
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地
す
べ
り

　

緩
や
か
な
斜
面
の
、
粘
土
の
よ
う
な
滑

り
や
す
い
地
層
に
雨
水
な
ど
が
し
み
込

み
、
そ
の
影
響
で
地
面
が
動
き
出
す
現

象
で
す
。
地
す
べ
り
は
、
広
い
範
囲
に
わ

た
っ
て
起
こ
る
の
が
特
徴
で
、家
や
田
畑
、

道
路
な
ど
の
交
通
網
の
す
べ
て
が
被
害
を

受
け
ま
す
。
地
す
べ
り
の
動
き
方
は
、
１

日
数
㍉
程
度
と
目
に
見
え
な
い
ほ
ど
の
も

の
で
す
が
、
突
然
数
㍍
も
動
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
地
す
べ
り
に
よ
っ
て
せ
き

止
め
ら
れ
た
川
の
水
が
あ
ふ
れ
る
と
、
下

流
に
大
災
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　

地
す
べ
り
の
前
兆
と
し
て
は
、
湧ゆ

う

水
量

の
増
加
や
枯
渇
、池
や
沼
の
水
位
の
急
変
、

井
戸
水
の
濁
り
、
落
石
や
小
崩
落
な
ど
が

あ
り
、
そ
の
後
、
斜
面
の
ふ
く
ら
み
、
地

鳴
り
・
山
鳴
り
、
樹
木
の
傾
き
、
亀
裂
・

段
差
の
発
生
・
拡
大
、
地
面
の
振
動
が
見

ら
れ
ま
す
。

土
砂
災
害
は
突
然
襲
っ
て
き
ま
す

　

日
ご
ろ
か
ら
危
険
個
所
や
避
難
場
所
を

確
認
し
、
土
砂
災
害
の
前
兆
現
象
を
見
聞

き
し
た
ら
、
早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
23-

2
1
2
9

都
城
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
防
災
情

報
（
都
城
風
水
害
避
難
所
地
図
・
土
砂
災

害
情
報
な
ど
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す

都
城
市
総
合
防
災
訓
練

　

5
月
20
日
、
梅
雨
や
台
風
な
ど
の
災
害

シ
ー
ズ
ン
を
前
に
、
大
淀
川
河
川
敷
（
上

水
流
町
）
で
都
城
市
総
合
防
災
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
市
や
自
衛
隊
、
警
察
の
ほ

か
、
自
治
公
民
館
や
消
防
団
、
九
州
電
力
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
か
ら
お
よ
そ
8
0
0
人
が
参

加
。
消
火
訓
練
や
被
災
者
の
救
出
訓
練
の

ほ
か
、
災
害
時
の
協
力
、
連
携
体
制
に
つ

い
て
確
認
し
ま
し
た
。

【参加者の声】
石風呂自治公民館長（山田町）

　　 黒木  昭夫さん
　初めて参加しましたが、
こういった訓練で「もしも」
の時に備えるのは良いこと
ですね。高齢化率が高い
ので、常に隣近所と連携
をとることが大切だと思い
ます。

都城市ホームページ
URL http://city.miyakonojo.miyazaki.jp
BTVケーブルテレビ（5・11チャンネル）
シティエフエム都城（76.4メガヘルツ）
県防災・防犯メール配信サービス
URL http://www/fastalarm.jp/miyazaki/
などでいろいろな情報を、随時お知らせして
います。

早めの情報収集が大切です

都城市ホームページの防
災をクリック

　　　　　　　　危険個所図は最寄りの
土木事務所、市町村役場などで見ること
ができます。日ごろから危険な所や避難
場所について、確認しておきましょう。
　強い雨や長雨の時などは、気象情報や
市町村による広報車の呼び掛けなどに注
意しましょう。

日ごろの
備え

もしもの
時のための
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転
勤
な
ど
に
よ
る
転
入
者
が

多
い
こ
の
時
期
、
保
護
者

か
ら
「
都
城
市
に
引
っ
越
し
て
来

た
ば
か
り
。
身
近
な
子
育
て
支
援

施
設
を
紹
介
し
て
！
」「
初
め
て

の
子
育
て
。
で
も
、
近
く
に
相
談

す
る
人
が
い
な
く
て
…
」
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
相
談
や
問
い
合
わ
せ

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

核
家
族
化
や
少
子
化
が
進
み
、

ひ
と
り
で
子
ど
も
と
向
き
合
う
時

間
が
長
く
な
る
中
、
同
じ
よ
う
な

世
代
の
親
子
と
交
流
で
き
、
育
児

に
つ
い
て
相
談
も
で
き
る
子
育
て

支
援
施
設
は
、
保
護
者
（
特
に
母

親
）
に
と
っ
て
子
ど
も
を
健
や
か

に
育
て
て
い
く
上
で
必
要
な
場
所

に
な
っ
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

今
回
は
、
市
が
設
置
し
て
い
る

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
と
地
区
の

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
し
て
い

る
子
育
て
サ
ロ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

親
子
の
交
流
や
子
育
て
に
つ
い
て

の
相
談
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
、
行

事
な
ど
を
通
し
て
子
育
て
を
支
援

し
て
い
く
施
設
で
す

　

施
設
内
の
遊
具
を
使
い
親
子
で

自
由
に
遊
べ
る
ほ
か
、
職
員
が
軽

い
運
動
や
手
遊
び
、
読
み
聞
か
せ

な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
。
し
つ
け
の
悩

み
や
発
育
相
談
に
は
、
保
健
師
な

ど
専
門
家
の
意
見
を
踏
ま
え
た
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

●
施
設
開
放　

毎
週
月
・
木
曜
日

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
育
児
相
談
（
個
別
来
所
）

月
〜
金
曜
日　

９
時
〜
16
時

（
12
時
〜
13
時
除
く
）

●
イ
ベ
ン
ト
・
教
室

　

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
の

下
、
誕
生
会
や
お
楽
し
み
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
、
育
児
講
座
や
赤

ち
ゃ
ん
広
場
な
ど
を
年
３
〜
６
回

開
催
。
保
護
者
が
主
体
的
に
運
営

す
る
育
児
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
所

提
供
や
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す

　

室
内
で
の
お
も
ち
ゃ
遊
び
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
の
ほ
か
、
大
型

遊
具
の
あ
る
広
い
園
庭
で
は
砂
場

遊
び
や
水
遊
び
を
す
る
親
子
連
れ

の
姿
も
。
保
護
者
同
士
の
交
流
を

大
切
に
し
、
子
育
て
の
悩
み
も
相

談
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
に
努

め
て
い
ま
す
。

●
施
設
開
放

毎
週
月
・
水
・
木
曜
日

10
時
〜
12
時
、
13
時
〜
15
時

●
イ
ベ
ン
ト
・
教
室　

　

誕
生
会
や
遠
足
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
の
ほ
か
、
子
育
て
講
演
会
や
ベ

ビ
ー
相
談
、
親
子
で
小
物
や
お
も

ち
ゃ
作
り
を
楽
し
め
る
教
室
な
ど

を
毎
月
２
〜
３
回
開
催
。
月
齢
に

応
じ
た
離
乳
食
作
り
な
ど
を
ア
ド

バ
イ
ス
す
る
離
乳
食
・
給
食
体
験

も
好
評
で
す

気
軽
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

山
之
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

●
問
い
合
わ
せ　

☎
57-

3
2
9
8

〜
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
・
子
育
て
サ
ロ
ン
〜　

【
利
用
者
の
声
】

外
山
亜
紀
子
さ
ん
（
三
股
町
）

　
「
友
達
の
紹
介
で
初
め
て
来
ま
し
た
。

普
段
自
分
の
子
ど
も
と
し
か
接
し
て
い

な
い
の
で
、
こ
う
し
た
交
流
の
場
は
気

分
転
換
に
も
な
っ
て
い
い
で
す
ね
」

山
田
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

●
問
い
合
わ
せ　

☎
64-

3
1
7
1

【
利
用
者
の
声
】

重
満
直
美
さ
ん
（
山
田
町
）

　
「
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で
足
を

運
び
や
す
い
施
設
で
す
。
育
児
の
悩
み

に
も
同
じ
目
線
で
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も

ら
え
る
の
で
、と
て
も
安
心
で
き
ま
す
」

●問い合わせ
こども課
☎ 23-2684
各子育て
支援センター
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今
年
か
ら
金
曜
日
も
解
放
日
と

な
り
、
ほ
ぼ
毎
日
利
用
で
き
る
施

設
。
施
設
内
外
の
遊
具
で
遊
ん
だ

り
、
職
員
を
交
え
て
育
児
の
話
を

し
た
り
す
る
利
用
者
の
姿
が
絶
え

ま
せ
ん
。
昼
食
時
間
も
開
放
さ
れ

て
お
り
、
昼
食
を
持
参
す
れ
ば
終

日
過
ご
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
施
設
開
放　

毎
週
火
・
木
・
金

曜
日
の
10
時
〜
15
時
、
水
曜
日
の

10
時
〜
11
時
30
分
（
ぽ
っ
ぽ
保
育

所
）、
土
曜
日
の
10
時
〜
12
時　

●
イ
ベ
ン
ト
・
教
室

　

毎
週
月
曜
日
に
、
子
ど
も
の
年

齢
に
応
じ
た
遊
び
の
会
、
ベ
ビ
ー

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
子
育
て
講
座
、
お

や
つ
作
り
な
ど
を
開
催
。
市
内
５

カ
所
で
保
護
者
が
主
体
的
に
運
営

し
て
い
る
育
児
サ
ー
ク
ル
の
支
援

も
行
っ
て
い
ま
す

　

現
在
、
市
内
に
は
常
設
の
「
子

育
て
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ロ
ン
」（
沖
水

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
）と「
茶
っ

て
ぃ
サ
ロ
ン
」（
祝
吉
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
）、
小
学
校
の
授
業

参
観
時
な
ど
に
臨
時
的
に
乳
幼
児

を
預
か
る
取
り
組
み
（
横
市
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
）が
あ
り
ま
す
。

　

沖
水
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
の

協
力
員
３
〜
４
人
が
常
時
サ
ポ
ー

ト
。
季
節
ご
と
に
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
し
た
り
、
協
力
員
が
育
児
相
談

を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

●
開
設
日
時　

毎
週
水
曜
日

　

10
時
〜
14
時

●
場
所　

県
営
住
宅
集
会
場

●
利
用
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

沖
水
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

☎
0
8
0-

1
7
3
7-

3
3
9
3

　

県
営
住
宅
集
会
場
で
は
、
子
育

て
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ロ
ン
の
開
設
日

（
毎
週
水
曜
日
）
以
外
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
次
世
代
育
成
応
援
団
や
っ

ど
」
が
、「
そ
だ
ち
の
ひ
ろ
ば
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

●
開
設
日
時　

月
・
火
・
木
・
金

曜
日　

10
時
〜
14
時

●
利
用
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
次

世
代
育
成
応
援
団
や
っ
ど　

☎
0
9
0-

5
7
4
6-

6
1
8
7

　

祝
吉
地
区
の
民
生
委
員
や
地
域

住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
月
開

催
。
公
園
遊
び
や
お
や
つ
作
り
な

ど
、
メ
ニ
ュ
ー
は
月
替
り
。
活
動

後
、
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
交
流
す

る
「
茶
っ
て
ぃ
タ
イ
ム
」
が
育
児

相
談
や
情
報
交
換
の
時
間
で
す
。

●
開
設
日
時　

毎
月
第
３
火
曜
日

　

10
時
〜
12
時

●
場
所　

祝
吉
地
区
公
民
館
ほ
か

●
利
用
料　

１
家
族
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ　

祝
吉
地
区
社
会

福
祉
協
議
会　

☎
25-

2
8
8
7

都
城
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー 

●
問
い
合
わ
せ　

☎
22-

1
6
5
9

【
利
用
者
の
声
】

橋
本
紀
子
さ
ん
（
下
川
東
三
丁
目
）

　
「
通
い
始
め
て
１
年
余
り
。
開
所
時
間

も
長
い
し
、
昼
食
も
こ
こ
で
食
べ
ら
れ

る
の
で
便
利
で
す
ね
。
今
ま
で
利
用
し

て
き
た
所
の
中
で
、
一
番
の
施
設
で
す
」

す
べ
て
の
施
設
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す

　

市
内
に
あ
る
３
カ
所
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
無
料
で
利
用
で
き

る
施
設
で
す
。（
一
部
の
教
室
な
ど
で
実
費
負
担
の
場
合
あ
り
）

　

ま
た
、
居
住
地
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
施
設
を
利
用
で
き
ま
す
。

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
サ
ロ
ン

【
利
用
者
の
声
】

内
枦
保
奈
緒
さ
ん
（
都
北
町
）

　
「
同
じ
世
代
の
子
ど
も
を
持
つ
親
同
士

が
集
う
場
所
と
し
て
、
こ
こ
は
気
軽
に

来
所
で
き
る
し
、
イ
ベ
ン
ト
も
多
い
の

で
、
通
う
の
が
楽
し
み
で
す
」　

茶
っ
て
ぃ
サ
ロ
ン

【
利
用
者
の
声
】

橋
口
あ
ゆ
み
さ
ん
（
早
水
町
）

　
「
友
達
づ
く
り
や
情
報
交
換
の
場
と
し

て
毎
月
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
接
し
方
が

と
て
も
や
さ
し
く
、
好
感
が
持
て
ま
す
」

●
セ
ブ
ン

　

イ
レ
ブ
ン

●NTT

天神通りカフェ
●

●西日本銀行

●リンガー
　ハット

至三股
ぽっぽ保育所

国
道
10
号

至宮崎

至鹿児島
都城市子育て
支援センター

●西松屋

●ガリバー 下郡元自治公民館●

●ビデオ
　ホワイト

茶ってぃ
サロン

国
道
10
号

至宮崎

至鹿児島

←
公
設
市
場

祝吉郡元
公園

祝吉地区公民館

●柳川屋

●コスモ石油BON●

エブリワン●

Body Box●

市営集会所
●

●山小屋
　ラーメン

子育て
ハッピーサロン

国
道
10
号

至宮崎至小林

至鹿児島

県営
住宅

●
生
協
都
北
店

国道221号
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議
会
だ
よ
り　

　
　
　
　
　
　

 

３
月
議
会

19
年
度
当
初
予
算 

16
件

【
一
般
会
計
】

６
７
４
億
４
、４
０
０
万
円

【
特
別
会
計
】

５
８
９
億
３
、７
０
０
万
６
千
円

【
企
業
会
計
】

40
億
２
、１
７
６
万
８
千
円

18
年
度
補
正
予
算　
　

  

16
件

【
一
般
会
計
】

△
８
億
９
、２
１
８
万
１
千
円

【
特
別
会
計
】

３
億
５
９
４
万
７
千
円

条
例
の
制
定
・一
部
改
正 

16
件

□
都
城
市
副
市
長
定
数
条
例

□
都
城
市
市
民
会
館
条
例
を
廃
止

　

す
る
条
例

□
都
城
市
墓
地
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
ほ
か
13
件

そ
の
他 

17
件

□
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指

　

定
に
つ
い
て
６
件

□
財
産
の
無
償
貸
付
け
に
つ
い
て

　

ほ
か
10
件

諮　

問 

６
件

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

に
つ
き
議
会
の
意
見
を
も
と
め

　

る
こ
と
に
つ
い
て
６
件

議
員
提
出
議
案 

１
件

□
都
城
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部

　

を
改
正
す
る
規
則
の
制
定
に
つ

　

い
て

そ
の
他
議
決
事
項 

１
件

□
閉
会
中
の
各
常
任
委
員
会
お
よ

　

び
議
会
運
営
委
員
会
所
管
事
務

　

調
査
に
つ
い
て

一
般  

質
問

　

3
月
議
会
で
は
、
3
月
13
日
か

ら
20
日
ま
で
の
6
日
間
に
わ
た
り

一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
30
人
の
議

員
が
市
政
の
懸
案
事
項
に
つ
い
て

質
問
に
立
ち
、
活
発
な
議
論
が
交

わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

　
■
救
急
医
療
体
制

救
急
搬
送
の
現
状
と
手
続
き
は

　

平
成
18
年
中
の
救
急
車
の
出
動

は
、
6
、5
9
5
件
、
現
場
到
着

平
均
所
要
時
間
は
9
分
36
秒
と

な
っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
が
現
場

に
到
着
す
る
と
、
ま
ず
、
傷
病
者

の
重
症
度
、
軽
症
度
を
観
察
し
ま

す
。
次
に
苦
痛
の
軽
減
や
生
命
維

持
に
か
か
る
必
要
最
低
限
度
の
処

置
を
行
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
や
け
ど
で
あ
れ
ば
、

ア
ル
ミ
シ
ー
ト
に
よ
る
被
覆
や
冷

却
、
酸
素
投
与
な
ど
を
行
い
ま
す
。

や
け
ど
の
面
積
や
傷
の
深
さ
も
調

べ
ま
す
。
処
置
と
同
時
に
や
け
ど

に
至
っ
た
原
因
、
痛
み
な
ど
の
訴

え
、
痛
み
の
部
位
、
そ
の
ほ
か
の

病
歴
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
、
脈
拍
、

呼
吸
、
血
圧
の
デ
ー
タ
を
分
析
し
、

病
院
選
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

心
肺
停
止
者
に
対
し
て
は
、

1
1
9
番
通
報
し
た
人
や
現
場
に

い
る
人
に
、
消
防
局
指
令
課
職
員

の
電
話
で
の
口
頭
指
導
の
下
、心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行
っ
て
も
ら
い

ま
す
。
搬
送
時
に
傷
病
者
本
人
が

話
せ
な
い
場
合
は
、
家
族
の
人
な

ど
に
、
病
気
な
ど
に
至
っ
た
原
因
、

状
況
、
既
往
歴
、
か
か
り
つ
け
の

病
院
名
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。
ま
た
、

毎
日
飲
ん
で
い
る
薬
な
ど
が
あ
れ

ば
持
参
し
て
も
ら
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
特
別
な
手
続
き
は
あ
り
ま

せ
ん
。

現
在
の
救
急
搬
送
体
制
で
対
応
で

き
て
い
る
の
か

　

南
消
防
署
の
出
動
回
数
が
他
署

に
比
べ
て
多
い
の
が
現
状
で
す
。

ま
ず
、
平
成
18
年
中
の
消
防
署
別

の
救
急
出
動
件
数
は
、
南
消
防
署

が
3
、2
3
9
件
で
、
北
消
防
署

が
1
、9
2
5
件
で
す
。
南
消
防

署
が
北
消
防
署
よ
り
1
、3
1
4

件
多
く
、
約
1
・
7
倍
で
す
。

　

現
在
、
南
署
、
北
署
、
鷹
尾
分

署
、
高
崎
分
署
の
2
署
・
2
分
署

体
制
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
救
急

要
請
が
重
複
し
た
場
合
は
、
管
轄

を
越
え
て
ほ
か
の
部
署
か
ら
出
動

す
る
体
制
を
と
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
夜
間
、
深
夜
の
出
動
も
多
く
、

救
急
隊
員
が
仮
眠
時
間
を
と
れ
な

い
日
が
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
4

月
か
ら
南
、
北
消
防
署
の
救
急
体

制
運
用
の
強
化
も
図
る
予
定
で
す
。

民
間
救
急
隊
の
設
立
な
ど
も
検
討

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
特
に
早
急

に
改
善
す
べ
き
点
は
何
か

　

救
急
件
数
は
、
平
成
8
年
の

4
、1
2
6
件
が
、
平
成
18
年
に

は
6
、5
9
5
件
と
な
り
、
年
々

右
肩
上
が
り
で
、
増
加
し
て
い

る
状
況
で
す
。
こ
の
10
年
間
で

2
、4
6
9
件
、
約
1
・
6
倍
の
増

加
で
す
。
年
齢
別
で
は
搬
送
者
の

半
数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
全
体
の
51
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
搬
送
種
別
で
は
急
病
が
49
％

で
す
。
各
署
で
対
応
し
き
れ
な
い

と
き
は
、
全
署
を
挙
げ
て
管
轄
を

越
え
て
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
救
急
出
動
を
い
か

に
減
ら
す
か
を
改
善
目
標
の
一
つ

と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
目
標
達
成

策
の
一
つ
と
し
て
、
患
者
搬
送
事

業
者
の
指
導
お
よ
び
認
定
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
緊
急

時
以
外
は
で
き
る
だ
け
民
間
搬
送

事
業
者
の
利
用
を
呼
び
か
け
て
、

救
急
出
動
件
数
を
減
ら
し
、
重
症

患
者
を
最
優
先
に
搬
送
で
き
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
19
年
第
２
回
市
議
会
が
、
３
月
５
日
か
ら
28
日
ま
で
の
24
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
平
成
18
年
度
都
城
市
一
般
会
計

補
正
予
算
や
平
成
19
年
度
都
城
市
一
般
会
計
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案

64
件
、
諮
問
６
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
そ
の
他
議
決
事
項
１
件
の

合
計
72
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
結
果
、
す
べ
て
議
決
・
同
意
さ
れ
ま

し
た
。
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■
観
光
振
興

東
国
原
宮
崎
県
知
事
が
都
城
市
出

身
と
い
う
こ
と
で
、
都
城
と
い
う

地
名
も
だ
い
ぶ
知
れ
渡
っ
た
と
思

う
が
、
全
国
に
発
信
で
き
る
目
玉

に
な
る
よ
う
な
観
光
施
設
の
整
備

計
画
は
な
い
か

　

九
州
新
幹
線
の
全
面
開
通
な
ど

に
よ
っ
て
、
本
市
の
観
光
を
取
り

巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
る
と
予

想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境

の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
県
と

連
携
し
て
鹿
児
島
、
熊
本
方
面
か

ら
の
観
光
客
の
入
り
込
み
の
増
加

を
期
待
し
て
、「
元
気
感
動
み
や

ざ
き
観
光
地
づ
く
り
事
業
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
母
智
丘
、
関
之

尾
地
域
を
観
光
の
拠
点
と
し
て
位

置
付
け
、
観
光
地
づ
く
り
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

こ
の
元
気
感
動
み
や
ざ
き
観
光
地

づ
く
り
事
業
と
都
城
観
光
協
会
が

経
営
す
る
滝
の
駅
な
ど
を
連
動
さ

せ
な
が
ら
、
観
光
客
の
誘
致
を
促

す
よ
う
な
観
光
地
づ
く
り
に
も
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

最
近
は
地
域
経
済
活
性
化
策
と
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
観
光
が
注
目
さ
れ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
活
性
化

策
は
考
え
て
い
る
か

　

一
度
に
多
く
の
宿
泊
客
が
訪
れ
、

大
き
な
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る

全
国
大
会
や
、
九
州
大
会
規
模
の

ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
に
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
3
月
末
に
開
催
さ
れ

る
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会
で
は
、

約
1
、5
0
0
泊
の
宿
泊
数
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
月

に
誘
致
し
ま
し
た
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
Ｆ
Ｃ
東
京
の
キ
ャ
ン
プ
で

は
、
選
手
、
ス
タ
ッ
フ
の
宿
泊
数

が
4
8
0
泊
に
な
り
、
県
外
か
ら

訪
れ
た
観
客
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

を
含
め
る
と
、
8
4
0
泊
以
上
に

な
っ
た
と
推
計
さ
れ
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
大
き
な
経
済

効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
今

後
も
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
ア
マ

チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
、
さ
ら
に

は
成
人
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、
学
生

ス
ポ
ー
ツ
に
至
る
ま
で
幅
広
く
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
取
り
組
ん

で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
19
年
度
に
は
、
武
道
館
少

年
柔
道
大
会
、
中
学
生
の
野
球
大

会
で
あ
る
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
九
州
大

会
、
弓
ま
つ
り
全
国
弓
道
大
会
、

南
九
州
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
城
市
は
１
年
中
ゴ
ル
フ
が
で
き

る
こ
と
か
ら
、
プ
ロ
ア
マ
ゴ
ル
フ

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
大
会
、
ま
た
人
気

の
あ
る
九
州
・
全
国
規
模
の
駅
伝

や
マ
ラ
ソ
ン
大
会
な
ど
企
画
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。
ぜ
ひ
、
こ
れ

ら
を
誘
致
し
て
全
国
へ
Ｐ
Ｒ
し
て

ほ
し
い
。
観
光
Ｐ
Ｒ
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
の
か

　

経
済
状
況
が
依
然
と
し
て
厳
し

い
中
、
今
後
は
こ
れ
ま
で
以
上
に

タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
内
容
、
媒
体
な
ど

を
絞
り
込
ん
だ
観
光
Ｐ
Ｒ
、
す
な

わ
ち
情
報
発
信
を
行
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
行
政
と
観
光

協
会
と
が
一
体
と
な
っ
て
、
市
内

各
地
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
住
民

の
活
動
を
拾
い
上
げ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
活
用

し
て
、
効
果
的
な
情
報
発
信
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
今
回
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
Ｆ
Ｃ
東
京
の
キ
ャ
ン
プ
も
、

県
内
外
の
マ
ス
コ
ミ
か
ら
注
目
さ

れ
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
に
た
び

た
び
取
り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
Ｐ

Ｒ
効
果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。
こ
の
Ｆ
Ｃ
東
京
の
キ
ャ
ン

プ
で
は
、
県
外
か
ら
キ
ャ
ン
プ
見

学
の
た
め
に
本
市
に
滞
在
さ
れ
た

個
人
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
本
市
の

飲
食
店
や
町
の
様
子
が
好
意
的
に

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
口
コ
ミ
効
果
も
大

き
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
今

後
は
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
誘
致
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
観
光
Ｐ
Ｒ
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

■
新
年
度
予
算

今
回
の
予
算
で
表
に
あ
ら
わ
れ
な

い
ソ
フ
ト
面
で
の
地
域
活
性
化
の

施
策
は

　

本
市
で
は
社
団
法
人
霧
島
工
業

ク
ラ
ブ
の
有
志
が
設
立
さ
れ
た
有

限
会
社
都
城
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
、
民

間
主
導
に
よ
る
地
域
経
済
活
性
化

策
の
方
向
付
け
の
も
と
に
、
農
業
、

製
造
業
へ
の
参
入
を
目
指
し
て
事

業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

本
年
度
末
に
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
か
ら
地
域
経
済
活
性
化
Ｆ
Ｓ

事
業
（
実
施
可
能
性
調
査
事
業
）

の
指
定
を
都
城
商
工
会
議
所
が
事

業
実
施
主
体
と
し
て
受
け
ま
し
た
。

こ
の
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
農
産

物
の
サ
ト
イ
モ
、
ゴ
ボ
ウ
、
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
、
カ
ン
シ
ョ
の
4
品
目
か

ら
機
能
性
成
分
を
利
用
し
た
開
発

可
能
な
製
品
類
を
調
査
委
託
業
者

か
ら
提
案
し
て
も
ら
い
、
地
域
資

源
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
の
創

出
可
能
性
を
検
討
中
で
す
。

　

ま
た
、
国
で
は
平
成
19
年
度
か

ら
新
規
事
業
と
し
て
中
小
企
業
庁

の
地
域
資
源
活
用
企
業
化
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
は
地
域
外
市
場
を
ね
ら
っ
た

新
商
品
な
ど
の
開
発
事
業
化
に
対

す
る
支
援
と
地
域
資
源
を
活
用
し

た
新
た
な
取
り
組
み
の
掘
り
起
こ

し
や
地
域
資
源
の
価
値
向
上
、
ブ

ラ
ン
ド
化
な
ど
に
関
す
る
支
援
の

2
つ
の
支
援
を
柱
と
し
て
、
実
施

主
体
の
中
小
企
業
、
商
工
団
体
、

事
業
協
同
組
合
、
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー
な
ど
に
補
助
金
、
交
付

金
、
融
資
な
ど
の
支
援
措
置
を
行

う
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
制
度

を
活
用
し
て
、
旧
1
市
4
町
の
事

業
者
が
連
携
し
て
事
業
を
展
開
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

ま
す
。

傍
聴
に

 　

お
い
で
く
だ
さ
い

　

市
議
会
は
、
3
月
、
6
月
、
9
月
、

12
月
の
定
例
会
や
臨
時
会
で
、
市

民
に
関
係
の
深
い
議
案
や
請
願
な

ど
を
審
議
し
ま
す
。

　

傍
聴
席
は
、
市
役
所
西
館
6
階

に
あ
り
ま
す
。
傍
聴
席
は
皆
さ
ん

の
座
席
で
す
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｔ
Ｖ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
、
市
議
会
の
中
継
放
送
や

録
画
放
送
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問　

議
会
事
務
局

　
　
　

☎
23-

7
8
6
9
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旧
都
城
市
で
は
、
男
女
共
同
参

画
を
推
進
す
る
た
め
、
平
成
17
年

度
に
女
性
総
合
相
談
窓
口
を
開
設

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
夫
婦
間
の
問
題
（
Ｄ
Ｖ
※
を

含
む
）
や
自
分
自
身
の
生
き
方
、

職
場
や
地
域
で
の
人
間
関
係
な

ど
、
幅
広
い
内
容
の
相
談
に
女
性

相
談
員
が
応
じ
て
き
ま
し
た
。

　

新
市
と
な
っ
た
平
成
18
年
度

は
、
合
併
や
相
談
体
制
の
充
実
な

ど
に
よ
り
相
談
件
数
が
増
加
し
、

平
成
19
年
３
月
末
時
点
で
前
年
の

１
・
63
倍
と
な
る
１
、０
６
４
件

（
男
性
か
ら
の
相
談
31
件
含
む
）

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

相
談
の
内
容
と
し
て
は
、全
相

談
件
数
の
41
・
5
％
（
４
４
１
件
）

が
パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
問
題
で
、さ

ら
に
そ
の
内
の
１
７
０
件
（
全
件

数
の
16
％
、パ
ー
ト
ナ
ー
間
の
38
・

5
％
）を
Ｄ
Ｖ
関
連
の
相
談
が
占

め
て
い
ま
す
。以
下
、家
族
・
親
族

関
係
、人
間
関
係
の
順
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、生
活
関
連
（
多
重
債

務
な
ど
）の
相
談
も
前
年
ま
で
の

３
・
41
倍
と
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
年
代
別
で
は
年
齢
が
分

か
る
相
談
件
数
の
68
・
9
％
を
30

歳
代
か
ら
50
歳
代
の
人
が
占
め
て

お
り
、
こ
の
世
代
の
女
性
が
特
に

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

女
性
総
合
相
談
窓
口
で
は
、
女

性
の
相
談
員
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

弁
護
士
が
対
応
し
ま
す
。
個
人
の

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
悩
み

を
抱
え
込
ま
ず
に
、
ぜ
ひ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課
男
女
共
同
参
画
担
当

☎
23-

2
1
2
1

※
Ｄ
Ｖ
…
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ

ン
ス
の
略
。
一
般
的
に
夫
や
恋
人
な
ど

親
し
い
男
性
に
よ
る
女
性
へ
の
身
体

的
・
精
神
的
・
性
的
・
経
済
的
暴
力

な
ど
を
指
し
ま
す

　

す
べ
て
の
人
が
性
別
に
か
か
わ

り
な
く
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
国

の
最
重
要
課
題
と
位
置
付
け
ら
れ

て
お
り
、
毎
年
6
月
23
日
か
ら
29

日
ま
で
を「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
定
め
、
実
現
の
た
め
の
取
り
組

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
男
女
共
同
参
画
週
間

は
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
」が
テ
ー
マ
。ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
と
は
、
仕
事
と
生
活
の

調
和
が
取
れ
た
状
態
の
こ
と
で
、

仕
事
優
先
か
ら
ゆ
と
り
を
持
っ
た

生
活
へ
と
い
う
意
識
の
変
化
や
共

働
き
世
帯
の
増
加
な
ど「
働
き
方
」

が
多
様
化
し
て
い
る
中
、
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
女
性
の
た
め

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
女
性
の

側
か
ら
は
「
女
性
の
働
き
や
す
さ

の
促
進
」「
社
会
と
家
庭
の
両
立
」

を
、
男
性
の
側
か
ら
は
「
余
暇
活

動
・
地
域
活
動
の
充
実
」「
家
庭

参
画
」
を
促
進
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和
の
取
り
方

は
、
個
人
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
年

代
な
ど
の
条
件
に
よ
っ
て
も
異
な

る
た
め
、そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現

に
向
け
た
施
策
の
推
進
が
重
要
で

あ
り
、
家
族
や
企
業
の
サ
ポ
ー
ト

の
み
な
ら
ず
、
社
会
全
体
と
し
て

の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

具
体
的
に
は
、

・
育
児
休
業
制
度
の
充
実
や
在
宅

勤
務
の
推
進
な
ど
就
業
環
境
の

整
備

・
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て
支
援

の
充
実
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

の
活
性
化

な
ど
の
実
現
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

生
活
文
化
課
男
女
共
同
参
画
担
当

☎
23-

2
1
2
1

 

6
月
23
日
〜
6
月
29
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」で
す

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、ま
ず
は
相
談
を

　
　

  

―
女
性
総
合
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
―

25.5％
パートナー間の問題（DV以外）

16.0％
パートナー間の問題（DV関係）

15.2％ 家庭・親族関係 
9.6％

人間関係に関するもの

4.5％
身体健康に関するもの

自分自身の生き方など
5.7％

生活（多重債務など）関係
9.5％

性的被害関係
2.5％職業に関するもの

1.6％ 9.9％
その他

相談内容別割合

女
性
総
合
相
談
（
無
料
）

●
電
話
相
談
・
面
接
相
談　

　

毎
週
月
〜
金
曜
日　

　

10
時
〜
16
時
（
祝
日
除
く
）

※
面
接
相
談
は
事
前
予
約
。
電
話

相
談
は
随
時
受
付

●
専
門
相
談

女
性
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
女
性
弁
護

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す

※
事
前
予
約
が
必
要

◎
こ
こ
ろ
の
相
談

　

6
月
19
日
㈫　

14
時
〜
16
時

◎
法
律
相
談

　

6
月
26
日
㈫　

13
時
〜
16
時

●
場
所　

市
役
所
東
館
2
階　
　

　

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

◎
専
用
電
話　

☎
23-

7
1
5
7 

『いい明日は  仕事と暮らしの
ハーモニー』

［平成19年3月末］



9  Miyakonojo City Public Relations 2007.6

　

６
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
歯

の
衛
生
週
間
で
す
。
歯
の
衛
生
に

関
し
て
正
し
い
知
識
を
認
識
し
、

虫
歯
や
歯
周
病
予
防
の
た
め
に
適

切
な
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
、
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
徹
底
す
る

こ
と
は
、
歯
の
寿
命
を
延
ば
す
と

と
も
に
、
健
康
増
進
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
「
虫
歯
の
予
防
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
は
、
虫
歯
予
防
な
ど
に
つ

い
て
、
都
城
市
北
諸
県
郡
歯
科
医

師
会
の
稲
田
英
三
郎
さ
ん
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

―

虫
歯
の
母
子
感
染
と
は
？

　

母
親
の
虫
歯
菌
に
感
染
し
、
子

ど
も
が
虫
歯
に
な
る
こ
と
で
す
。

口
移
し
で
食
べ
物
を
食
べ
さ
せ
た

り
、
大
人
が
使
っ
た
は
し
で
子
ど

も
に
食
事
を
さ
せ
た
り
す
る
と
、

母
親
の
虫
歯
菌
が
子
ど
も
の
口
の

中
に
う
つ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
予

防
法
は
、
感
染
源
で
あ
る
周
囲
の

大
人
た
ち
の
虫
歯
菌
を
な
る
べ
く

少
な
く
す
る
こ
と
で
す
。
何
よ
り

も
母
親
の
虫
歯
の
治
療
や
予
防
が

大
切
で
す
ね
。

　

母
子
手
帳
を
も
ら
っ
た
ら
、
な

る
べ
く
早
い
時
期
に
歯
科
医
院
に

行
き
、
妊
娠
中
の
お
口
の
状
態
や

過
ご
し
方
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
得
る
こ
と
も
大
事
で
す
。

―

乳
幼
児
期
の
虫
歯
予
防
は
？

　

学
童
期
に
は
、〝
歯
の
交
換
期
〞

と
言
わ
れ
る
乳
歯
と
永
久
歯
が
混

在
す
る
時
期
が
あ
り
ま
す
。
永
久

歯
は
、
６
歳
く
ら
い
か
ら
生
え
て

き
ま
す
が
、
こ
の
時
に
虫
歯
の
乳

歯
が
あ
る
と
、
生
え
た
ば
か
り
の

永
久
歯
に
影
響
が
出
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
乳
幼
児
期
の
予
防
が
大
切

な
ん
で
す
。

　

そ
こ
で
有
効
な
の
は
、
歯
磨
き

で
す
ね
。
子
ど
も
に
歯
ブ
ラ
シ
を

持
た
せ
、
大
人
と
一
緒
に
磨
く
習

慣
を
つ
け
、
痛
く
な
い
よ
う
に
最

初
は
ガ
ー
ゼ
を
使
っ
た
り
、
歌
い

な
が
ら
楽
し
い
雰
囲
気
で
磨
い
た

り
す
る
と
、
歯
磨
き
を
嫌
が
ら
な

い
で
し
ょ
う
。

―

効
果
的
な
予
防
法
が
あ
る
と
聞

き
ま
し
た
が
？

　

乳
歯
に
虫
歯
が
あ
っ
た
り
、
虫

歯
に
な
る
危
険
性
の
高
い
子
ど
も

た
ち
に
は
、
特
に
虫
歯
に
な
り
や

す
い
奥
歯
の
溝
を
、
あ
ら
か
じ
め

樹
脂
で
埋
め
て
し
ま
う
シ
ー
ラ
ン

ト
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
最

初
の
永
久
歯
が
生
え
て
く
る
６
歳

ご
ろ
に
行
い
、
そ
の
後
は
生
え
変

わ
り
時
期
に
行
う
の
が
良
い
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
シ
ー
ラ
ン
ト

は
虫
歯
予
防
に
万
能
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
科
医
院
で

子
ど
も
に
合
っ
た
予
防
法
を
ア
ド

バ
イ
ス
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

で
す
。
ま
た
、
だ
ら
だ
ら
食
い
や

間
食
を
控
え
て
、
規
則
正
し
い
食

習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
も
大
事

で
す
。
日
ご
ろ
か
ら
の
歯
磨
き
と

定
期
的
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
薦
め
し

ま
す
。

―

歯
周
病
と
は
ど
ん
な
病
気
？

　

歯
周
病
は
、
知
ら
な
い
う
ち
に

歯
茎
の
骨
が
な
く
な
る
病
気
で

す
。
歯
の
表
面
に
プ
ラ
ー
ク
と
い

う
細
菌
の
塊
が
付
着
し
て
、
歯
を

支
え
る
土
台
で
あ
る
歯
周
組
織
や

骨
を
破
壊
し
、
歯
を
失
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
主
な
原
因

は
プ
ラ
ー
ク
で
す
が
、
糖
尿
病
な

ど
の
病
気
や
喫
煙
な
ど
の
生
活
習

慣
が
歯
周
病
を
引
き
起
こ
し
た

り
、
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
原
因
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

―

歯
周
病
の
予
防
は
？

　

ま
ず
は
、
自
分
に
合
っ
た
正
し

い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
を
知
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、
歯
周
病

は
、
痛
み
や
出
血
、
歯
の
ぐ
ら
つ

き
な
ど
の
自
覚
症
状
が
出
て
か
ら

で
は
治
療
に
お
金
と
時
間
が
か
か

り
ま
す
。
定
期
的
に
健
診
を
受
け

て
、
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
と
歯
の
掃
除
を
し
て

も
ら
う
と
良
い
で
す
ね
。

丈
夫
な
体
は
、健
康
な 

歯 

か
ら

家
庭
で
で
き
る
虫
歯
予
防

食
べ
た
ら
す
ぐ
歯
磨
き

食
べ
物
が
歯
に
付
い
て
い
る
と
虫

歯
菌
に
よ
っ
て
虫
歯
が
で
き
ま
す

お
や
つ
は
時
間
を
決
め
て
回
数
は

少
な
く
短
時
間
で

だ
液
は
歯
を
守
り
、
少
し
の
虫
歯

な
ら
修
復
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
お
や
つ
を
食
べ
続
け
て
い
る

と
修
復
す
る
働
き
が
弱
ま
り
ま
す

寝
る
前
は
食
べ
ず
に
、
歯
磨
き
を

念
入
り
に

寝
て
い
る
間
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
、

だ
液
が
少
な
く
な
り
ま
す

定
期
健
診
を

歯
科
医
院
で
定
期
健
診
を
受
け
虫

歯
に
な
ら
な
い
よ
う
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
指
導
や
フ
ッ
素
塗
布
な
ど
の

予
防
措
置
を
受
け
ま
し
ょ
う

※
歯
科
医
師
会
で
は
、
歯
周
病
に

関
す
る
持
ち
帰
り
の
で
き
る
情
報

誌
を
作
成
し
、
市
役
所
や
ウ
エ
ル

ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ
、
一
般
の
医
院

な
ど
に
置
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
手

に
と
っ
て
ご
覧
下
さ
い

　

市
で
は
、
2
歳
6
カ
月
児
歯
科
健

康
診
査
と
フ
ッ
素
塗
布
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

2
8
6
4
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大
淀
川
の
水
は
流
域
市
町
村
の
生
活
用

水
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
上
流

に
住
む
者
の
責
任
と
し
て
、
ま
た
美
し
い

水
辺
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
に
何
を
す

べ
き
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

都
城
市
の
取
り
組
み

　

都
城
市
で
は
、
大
淀
川
と
そ
の
支
流
の

河
川
浄
化
の
た
め
に
、
公
共
下
水
道
、
農

業
集
落
排
水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
基
盤

整
備
を
年
次
計
画
に
基
づ
き
実
施
し
て
い

ま
す
。
特
に
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
清

流
館
ほ
か
５
施
設
を
、
し
尿
処
理
に
つ
い

て
は
清
浄
館
な
ど
の
施
設
を
整
備
し
、
水

質
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

旧
都
城
市
内
で
は
、
公
共
下
水
道
未
整

備
地
区
に
お
い
て
、
平
成
５
年
度
よ
り
、
毎

年
自
治
公
民
館
単
位
の
モ
デ
ル
地
区
を
指

定
し
、
地
域
住
民
に
対
し
て
、
家
庭
で
で

き
る
生
活
排
水
対
策
の
実
践
活
動
を
２
週

間
程
度
お
願
い
し
、
啓
発
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
廃
食
油
回
収
用
の
ド
ラ
ム
缶

を
自
治
公
民
館
に
設
置
し
、各
家
庭
か
ら
出

る
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
を
回
収
し
て
い
ま
す
。

家
庭
で
で
き
る
生
活
排
水
５
項
目

①
廃
食
油
の
回
収
（
台
所
な
ど
に
流
さ

な
い
）

②
皿
に
付
い
た
油
汚
れ
な
ど
の
拭
き
取
り

③
野
菜
く
ず
、
残
飯
な
ど
の
回
収
（
台

所
な
ど
に
流
さ
な
い
）

④
米
の
と
ぎ
汁
は
肥
料
と
し
て
花
や
木

に
ま
く

⑤
洗
濯
洗
剤
の
適
正
使
用

第
15
回
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト

都
城
大
会

　

平
成
3
年
に
大
淀
川
が
九
州
内
の
一

級
河
川
で
ワ
ー
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
1
位

に
な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
、
流
域
自
治

体
が
一
体
と
な
り
、
河
川
の
浄
化
活
動

に
つ
い
て
何
を
す
べ
き
か
考
え
る
た

め
に
、
平
成
5
年
か
ら
毎
年
7
月
7
日

に
大
淀
川
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　
●
日
時　

平
成
19
年
7
月
7
日
㈯　

　

12
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
市
総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
基
調
講
演

　

講
師　

東
京
工
業
大
学
大
学
院

　
　
　
　

社
会
理
工
学
研
究
教
授

　
　
　
　

桑
子
敏
雄
さ
ん

　

演
題　
「
市
民
参
加
の
川
づ
く
り
・

　
　
　
　
　

ま
ち
づ
く
り
」

●
首
長
会
議
（
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
）

流
域
市
町
長
（
4
市
5
町
）
が
一
堂

に
会
し
て
、
大
淀
川
の
河
川
浄
化
へ

の
取
り
組
み
、
環
境
保
護
に
つ
い
て

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い

ま
す

●
参
加
費　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23-

2
1
3
0

　未来へ贈る
　　きれいな水辺を目指して

　第15回大淀川サミット都城大会
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上
長
飯
町
に
整
備
が
進
ん
で
い
た
上
長

飯
霊
地
公
園
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。
上
長
飯
霊
地
公
園
は
こ
れ
ま
で
の
市

営
墓
地
に
は
な
か
っ
た
3
つ
の
特
徴
を
兼

ね
備
え
、
新
し
い
墓
地
の
形
を
提
案
し
ま

す
。

①
完
全
管
理
型
施
設

　

今
回
の
施
設
は
、
周
囲
を
フ
ェ
ン
ス
で

囲
み
、
出
入
り
口
を
制
限
。
門
扉
の
開

閉
時
間
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
置
き

引
き
や
車
上
荒
ら
し
な
ど
の
犯
罪
を
防

ぎ
ま
す

②
管
理
料
の
徴
収

　

参
拝
者
が
利
用
す
る
水
道
料
、
管
理
事

務
所
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
、
施

設
全
体
の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
な

ど
を
試
算
し
、
区
画
数
で
割
っ
た
金
額

を
徴
収
す
る
予
定
で
す

③
公
園
を
併
設

　

公
園
を
併
設
し
た
墓
地
は
今
回
が
初
め

て
で
あ
り
、
地
元
還
元
施
設
と
し
て
の

性
格
と
、
参
拝
者
の
休
憩
場
所
と
し
て

の
性
格
も
併
せ
持
た
せ
て
い
ま
す

新新
し
い
し
い
墓
地
墓
地
の
か
た
ち

の
か
た
ち

　

上
長
飯
霊
地
公
園

　

上
長
飯
霊
地
公
園
がが
完
成
完
成

上長飯
小学校

イオン 木工
団地

案内看板

国道222号

上長飯
　霊地公園

国
道
2
2
2
号

至
三
股

管理棟 併設された公園 トイレは 2個所に設置

施
設
の
概
要

●
名
称　

都
城
市
上
長
飯
霊
地
公
園

●
所
在
地　

上
長
飯
町
２
９
３
番

●
面
積　

2
2
、9
0
2
㎡

●
区
画
数　

1
、3
1
0
区
画

●
供
用
開
始　

平
成
19
年
9
月

※
利
用
の
申
し
込
み
に
つ
い

て
は
広
報
都
城
８
月
号
に

掲
載
予
定
で
す

●
問
い
合
わ
せ

　

環
境
政
策
課

　

☎
23-

2
1
3
0

●
ア
ク
セ
ス

国
道
２
２
２
号
を
木
工
団

地
か
ら
三
股
町
方
面
へ
お

よ
そ
１
・
５
㌔
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まちの話題 まちの話題 

ふ
る
さ
と
再
発
見
！

 
近
畿
地
区
宮
崎
県
人
会
ふ
る
さ
と
訪
問

　

4
月
14
・
15
日
、
近
畿
地
区
宮
崎
県
人

会
の
ふ
る
さ
と
訪
問
団
1
0
4
人
が
都
城

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
を
あ
ら
た

め
て
見
直
す
と
と
も
に
、
友
好
を
深
め
よ

う
と
平
成
10
年
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
都
城
訪
問
は
初
め
て
。
市
民

と
の
交
流
会
で
は
地
元
の
名
物
を
堪
能
し
、

ジ
ャ
ン
カ
ン
馬
踊
り
や
大
弓
製
作
実
演
な

ど
、
都
城
の
伝
統
文
化
に
も
触
れ
ま
し
た
。

同
会
の
片
岡
新
一
交
流
部
会
長
は
「
都
城

市
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た

の
で
す
が
、
料
理
も
お
い
し
く
、
都
城
ら

し
さ
を
楽
し
め
ま
し
た
。
ふ
る
さ
と
再
発

見
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

夢
の
実
現
に
向
け
、挑
戦
ス
タ
ー
ト

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
オ
ー
プ
ン

　

自
分
で
店
を
開
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

人
た
ち
に
販
売
や
接
客
を
1
年
間
体
験
し

て
も
ら
い
、
創
業
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
空
間
を
つ
く
ろ

う
と
平
成
16
年
に
始
ま
っ
た
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
事
業
。今
年
は
オ
ー
バ
ル
パ
テ
ィ

オ
（
中
町
）
南
側
の
ド
リ
ー
ム
プ
ラ
ザ
に

洋
菓
子
2
店
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、
婦
人

衣
料
各
1
店
が
出
店
し
、
4
月
21
・
22
日

に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
店
主
自
慢
の
商
品
が
並
び
、
大

道
芸
の
披
露
や
抽
選
会
な
ど
も
行
わ
れ
た

会
場
に
は
多
く
の
買
い
物
客
が
訪
れ
、チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

友
だ
ち
と
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

 

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

4
月
27
日
、
都
城
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
を
発
着
す
る
往
復
6
㌔
の
コ
ー
ス
で
、

健
康
づ
く
り
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
市
民
の
健
康
づ
く
り
活
動
を

促
す
た
め
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、

市
内
全
域
か
ら
2
5
0
人
が
参
加
。
新
緑

に
包
ま
れ
た
高
木
原
緑
道
を
友
人
ら
と
楽

し
く
語
ら
い
な
が
ら
、
無
理
せ
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
で
歩
い
て
い
ま
し
た
。
最

高
齢
の
瀬
戸
久
信
さ
ん
（
郡
元
町
・
90
歳
）

は
「
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。
歩
け
る
限

り
こ
れ
か
ら
も
参
加
し
た
い
で
す
」
と
額

に
光
る
健
康
的
な
汗
を
気
持
ち
良
さ
そ
う

に
ふ
い
て
い
ま
し
た
。

お
い
で
よ
、笛
水
へ

 

第
１
回
笛
水
ウ
オ
ー
ク

　

4
月
29
日
、
高
崎
町
笛
水
地
区
で
笛
水

ウ
オ
ー
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
笛
水
活
性

化
委
員
会（
竹
山
國
比
古
会
長
、
32
人
）が
、

地
区
内
を
歩
き
、
笛
水
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
初
め
て
企
画
。
市
内
外
か
ら

44
人
が
参
加
し
、
大
淀
川
第
１
発
電
所
見

学
や
山
菜
採
り
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら
、

新
緑
の
中
約
10
㌔
を
踏
破
。
昼
食
に
振
る

舞
わ
れ
た
地
採
れ
の
素
材
を
使
っ
た
山
菜

料
理
や
十
割
そ
ば
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し

た
。
岸
田
茂
子
さ
ん
（
高
崎
町
大
牟
田
）

は
「
笛
水
の
こ
と
を
知
り
た
い
と
思
い
参

加
し
ま
し
た
。
山
菜
採
り
な
ど
、
ぜ
ひ
ま

た
来
た
い
で
す
ね
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。
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都城市ホームページの「まちの話題Web版」もご覧ください 

City  Topics 

　42
万
本
の
ア
ヤ
メ
に
囲
ま
れ
て

 

第
14
回
早
水
あ
や
め
祭
り

　

早
水
あ
や
め
祭
り
が
5
月
3
日
、
早
水

公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く
ア

ヤ
メ
は
満
開
と
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
や
、
ジ
ャ
ン
カ

ン
馬
踊
り
の
披
露
、
ス
ケ
ッ
チ
大
会
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が
休
日
の
一

日
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
り
の
雰

囲
気
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
早
水
に
ゆ
か
り

の
髪か
み
な
が
ひ
め

長
媛
も
登
場
。
会
場
内
を
散
策
し
来

園
者
と
の
記
念
撮
影
に
も
笑
顔
で
応
じ
て

い
ま
し
た
。
太
鼓
演
奏
で
参
加
し
た
別
府

ト
ミ
子
さ
ん
（
神
之
山
町
）
は
「
地
区
の

み
ん
な
が
参
加
し
て
、
も
っ
と
い
い
祭
り

に
し
た
い
で
す
ね
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

都
城
島
津
家
の
名
宝
も
特
別
展
示

 

山
内
多
門
と
都
城
の
絵
師
た
ち
展

　

山
内
多
門
と
都
城
の
絵
師
た
ち
展
が
3

月
20
日
か
ら
6
月
10
日
ま
で
美
術
館
で
開

か
れ
て
お
り
、
連
休
中
も
多
く
の
人
出
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
恒
例
と
な
っ
た
山
内

多
門
の
作
品
と
と
も
に
多
門
の
先
輩
で
あ

る
都
城
の
絵
師
た
ち
の
作
品
92
点
も
併
せ

て
展
示
。
ま
た
、
都
城
島
津
家
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
朝
鮮
で
虎
を
捕
ら
え
る
光
景
を

詳
細
に
描
い
た
「
高
麗
虎
狩
図
屏
風
」
も

特
別
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
大
牟
田
市
か
ら

訪
れ
た
三
浦
精
己
さ
ん
は
「
高
麗
虎
狩
図

屏
風
は
少
し
こ
っ
け
い
な
と
こ
ろ
も
あ
る

が
、
色
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
や
構
図
が
素
晴

ら
し
い
」
と
名
宝
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

盤
上
で
静
か
な
熱
い
戦
い
を
展
開

 

女
流
王
将
戦
第
１
局
都
城
大
会

　

5
月
13
日
、
霧
島
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
ガ
ー

デ
ン（
志
比
田
町
）内
の
吉
助
で
女
流
王

将
戦
第
1
局
が
行
わ
れ
、
千
葉
涼
子
女
流

王
将
に
清
水
市
代
女
流
王
位
が
挑
み
ま
し

た
。都
城
市
で
開
催
さ
れ
る
の
は
8
回
目
。

今
年
は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
将
棋
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
前
日
に
は
子
ど

も
将
棋
大
会
も
開
催
さ
れ
、
小
中
高
生
43

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
盤
上
で
の
静
か
な

戦
い
は
千
葉
王
将
が
先
勝
。
対
局
会
場
で

観
戦
し
た
県
ア
マ
4
段
の
有
田
高た
か
ひ
ろ大
く
ん

（
宮
崎
大
学
付
属
中
1
年
）
は
「
さ
す
が

に
プ
ロ
の
対
局
。
会
場
内
も
空
気
が
張
り

詰
め
て
い
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

砂
上
の
熱
戦
に
、全
国
も
注
目

 

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
２
０
０
７

　

国
内
で
唯
一
海
の
な
い
会
場
で
行
わ
れ

る
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
Ｊ
Ｂ
Ｖ
ツ
ア
ー
第
3
戦

が
、
5
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
霧
島
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
人
気
の
浅
尾
美
和
選
手
を
は
じ
め

国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
30
チ
ー
ム
が
出
場

す
る
と
あ
っ
て
、
会
場
に
は
1
0
0
人
を

超
す
報
道
陣
と
延
べ
1
、0
0
0
人
余
り

の
観
客
が
詰
め
掛
け
、
一
流
選
手
の
美
技

を
堪
能
。
高
山
真
一
郎
さ
ん
（
宮
崎
市
）

は
「
今
ま
で
興
味
が
な
か
っ
た
が
、
浅
尾

選
手
が
出
場
す
る
と
聞
き
、
初
め
て
来
ま

し
た
。
よ
く
整
備
さ
れ
た
会
場
で
、
試
合

も
楽
し
め
た
」と
満
足
げ
な
様
子
で
し
た
。
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［写真提供：北海道日本ハムファイターズ］

プ
ロ
野
球
史
上
35
人
目
、
宮
崎
県
出

身
の
プ
ロ
野
球
選
手
と
し
て
は
初

の
快
挙
と
な
る
２
、０
０
０
本
安
打
を
５

月
17
日
に
達
成
し
た
北
海
道
日
本
ハ
ム

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
田
中
幸
雄
選
手
（
梅

北
町
出
身
）。
昨
年
、
チ
ー
ム
が
44
年
振

り
の
日
本
一
と
ア
ジ
ア
シ
リ
ー
ズ
制
覇

を
果
た
し
、
自
身
の
記
録
達
成
に
向
け
、

「
今
年
こ
そ
は
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で

臨
ん
だ
今
シ
ー
ズ
ン
。
プ
ロ
入
り
22
年

目
で
の
快
挙
に
、
野
球
フ
ァ
ン
の
み
な

ら
ず
、
地
元
で
応
援
し
て
き
た
市
民
か

ら
も
祝
福
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
「
都
城
が
野
球
人
生
の
原
点
」
と
話
す

田
中
選
手
は
、
小
学
５
年
生
の
時
、
地

元
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
入
団
を
き
っ
か

け
に
野
球
を
始
め
、
中
郷
中
学
校
か
ら

都
城
高
校
に
進
学
。「
高
校
ま
で
毎
日
往

復
15
㌔
余
り
の
道
の
り
を
自
転
車
で
通

い
、
毎
晩
10
時
過
ぎ
ま
で
練
習
で
鍛
え

ら
れ
た
。
け
れ
ど
、
野
球
が
好
き
だ
か

ら
つ
ら
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。
昭
和
61
年

ド
ラ
フ
ト
３
位
で
日
本
ハ
ム
入
り
。
し

か
し
、
２
、０
０
０
本
へ
の
道
の
り
は
必

ず
し
も
平
坦
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
自
分
は
決
し
て
上
手
な
選
手
だ
と
は
思

わ
な
い
。
た
だ
、『
野
球
が
自
分
の
生
き

ざ
ま
』
と
考
え
、
少
し
で
も
長
く
続
け

た
い
と
思
っ
て
き
た
」。
穏
や
か
な
表
情

の
下
に
秘
め
た
野
球
へ
の
強
い
思
い
、

そ
し
て
、
記
録
達
成
後
に
語
っ
た
「
こ

の
２
、０
０
０
本
は
、
妻
や
両
親
、
チ
ー

ム
メ
ー
ト
、
そ
し
て
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
フ
ァ
ン
の
皆
さ
ん
に
打
た
せ
て
も

ら
っ
た
も
の
」
と
い
う
言
葉
に
凝
縮
さ

れ
た
謙
虚
さ
。
こ
の
２
つ
を
胸
に
、
22

年
間
ひ
た
む
き
に
歩
み
続
け
て
き
た〝
野

球
人
〞
田
中
選
手
の
偉
業
達
成
に
、
心

か
ら
拍
手
を
送
り
た
い
。

プロ野球史上35人目の2,000本安打達成

田中幸雄さん

Scenery of a person

思い出の東京ドームで記録を達成した瞬間
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学校へ行こう
Profi le プロフィル

I'm proud of my school

　

私
た
ち
が
学
ぶ
高
城
高
校
は
、全

校
生
徒
3
4
5
人
と
小
規
模
で
す

が
、来
年
で
創
立
80
周
年
を
迎
え
る

伝
統
あ
る
学
校
で
す
。生
徒
会
を
中

心
に
、部
活
動
を
し
て
い
る
生
徒
が

毎
日
校
門
に
立
っ
て
、朝
の
あ
い
さ

つ
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、生

徒
会
で
は
月
に
3
回
、放
課
後
に
地

域
の
ご
み
拾
い
を
し
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
地
域
の
人

た
ち
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、新
し
く「
Ｚ
ク
ラ
ブ
」と
い

う
部
活
動
が
誕
生
し
ま
し
た
。放
課

後
に
、大
学
や
高
等
看
護
学
校
を
目

指
す
人
た
ち
が
毎
日
図
書
館
で
勉
強

に
励
ん
で
い
ま
す
。Ｚ
ク
ラ
ブ
員
は

自
分
の
勉
強
を
行
う
だ
け
で
な
く
、

友
達
に
も
積
極
的
に
得
意
な
科
目
を

教
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

周
囲
に
も
良
い
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。そ
し
て
、そ
の
ほ
か
の
部
活
動
も

毎
日
練
習
に
励
み
、技
術
の
向
上
だ

け
で
な
く
、礼
儀
正
し
さ
や
力
強
い

精
神
力
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

今
年
8
月
に
は
、本
校
の
家
庭
ク

ラ
ブ
が
、愛
知
県
で
行
わ
れ
る
全
国

高
等
学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発
表
大

会
に
九
州
代
表
と
し
て
出
場
し
ま

す
。「
食
育
」を
テ
ー
マ
に
、自
分
自
身

お
よ
び
、地
域
の
食
生
活
を
改
善
す

る
た
め
の
研
究
発
表
を
し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、恵
ま
れ
た
環
境
で
学

べ
る
事
に
感
謝
し
、郷
土
愛
や
愛
校

心
を
さ
ら
に
深
め
て
い
き
た
い
で

す
。そ
し
て
、高
校
の
校
是
で
あ
る

「
自
立
」「
友
情
」「
前
進
」の
心
を
育

て
、多
く
の
人
た
ち
か
ら
愛
さ
れ
る

高
城
高
校
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

昭和48年生まれ。郡元町出身。都城商業高校、
宮崎女子短期大学卒業後、タウン情報誌を経てフ
リーライターに。平成16年にトルコ人男性と結婚。
現在、トルコのイスタンブールで２歳の長女の育児
に奮闘しながら、宮崎日日新聞にコラムを連載中。

白山　越子第18回

宮崎県立高城高等学校
◎高城町穂満坊156 ☎58-2330

白
山  

越
子 

さ
ん

（しろやま　えつこ）

【
遠
き
異
国
の
地
で

故
郷
を
思
う
】

◎学校のシンボル「イチョウ」
毎年黄色に染まったイチョウの
葉は、高城高校の秋の風物詩と
なっています

「
自
立･

友
情
・
前
進
」

高
城
高
校
生
徒
会 

　
「
住
め
ば
都
」と
言
う
け
れ
ど
、

異
国
の
地
に
2
年
住
ん
で
、や
っ
と

そ
う
思
え
る
余
裕
が
で
き
て
き
た
。

　

ト
ル
コ
、イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
。シ

ル
ク
ロ
ー
ド
の
最
果
て
の
地
、ア

ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
ク
ロ
ス
す

る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
な
都
市
で
あ
る
。

国
民
の
9
割
が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
、

言
語
は
ト
ル
コ
語
。言
葉
も
宗
教
も

文
化
も
全
く
違
う
の
で
あ
る
が
、

ト
ル
コ
人
の
ル
ー
ツ
は
ア
ジ
ア
か

ら
来
た
遊
牧
民
と
言
わ
れ
て
お
り
、

礼
儀
を
重
ん
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
こ

か
日
本
人
に
似
て
い
る
。

　

外
国
に
暮
ら
し
て
み
る
と
、
故

郷
の
良
さ
を
よ
り
知
る
事
が
で
き

る
。
歩
い
て
す
ぐ
に
緑
豊
か
な
公

園
が
あ
っ
た
り
、
満
天
の
星
空
が

望
め
た
り
。
そ
ん
な
当
た
り
前

だ
っ
た
こ
と
が
、
こ
ん
な
に
も
貴

重
な
も
の
で
あ
る
と
は
、
外
国
で

暮
ら
し
て
み
て
初
め
て
感
じ
た
こ

と
だ
っ
た
。

　

昨
年
、
都
城
に
一
時
帰
国
を
し

た
時
、
さ
ら
に
子
育
て
環
境
の
良

さ
も
痛
感
し
た
。
ト
ル
コ
で
は
一

時
保
育
も
母
親
学
級
も
医
療
助
成

も
全
く
な
い
。
行
政
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
は
無
い
に
等
し
い
の
だ
。

ト
ル
コ
は
子
だ
く
さ
ん
な
の
で
行

政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
必
要
な
い

ら
し
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
日

本
の
マ
マ
た
ち
は
本
当
に
恵
ま
れ

て
い
る
と
思
う
。

　

行
政
の
サ
ポ
ー
ト
が
不
十
分
な

ト
ル
コ
で
は
、
そ
の
点
、
近
所
や

親
せ
き
付
き
合
い
が
濃
密
で
、
皆

助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
。
ま

さ
に
、
昭
和
の
日
本
そ
の
も
の
で

あ
る
。

　

そ
の
国
、
そ
の
土
地
に
は
そ
れ

ぞ
れ
に
良
さ
も
あ
り
、
不
便
さ
も

あ
る
。
ト
ル
コ
に
引
っ
越
し
た
最

初
の
年
は
日
本
と
比
較
し
て
、
嘆

い
て
ば
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
慣

れ
て
く
る
と
、 

新
し
い
服
が
自
然

と
な
じ
ん
で
く
る
よ
う
に
、
そ
の

町
に
自
分
も
な
じ
ん
で
く
る
の
が

わ
か
る
。

　

そ
れ
で
も
や
は
り
、「
白し

ろ

熊く
ま

」

や
地
ど
り
が
無
性
に
食
べ
た
く
な

る
時
が
あ
る
。
舌
だ
け
は
変
え
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、

本
当
ら
し
い
。

Takajo High schoolTakajo High school
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募　

集

Recruitm
ent

平
成
19　
年
度

都
城
市
職
員
採
用
試
験

●
区
分

①
一
般
行
政
職
（
大
卒
程
度
）

②
消
防
吏
員
（
大
卒
程
度
）

●
採
用
予
定
人
員　

い
ず
れ
も
若
干

名●
対
象　

昭
和
54
年
4
月
2
日
〜
昭

和
61
年
4
月
1
日
に
生
ま
れ
た
人
で

学
校
教
育
法
に
基
づ
く
大
学
（
短
期

大
学
は
除
く
）
ま
た
は
こ
れ
と
同
等

と
認
め
る
大
学
校
な
ど
を
卒
業
、
ま

た
は
平
成
20
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見

込
み
の
人　

※
別
途
欠
格
条
項
あ
り

●
注
意　

消
防
吏
員
に
つ
い
て
は
、

視
力
、
聴
力
、
臭
覚
に
一
定
の
要
件

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
試
験
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い

【
第
１
次
試
験
】

●
日
程　

7
月
29
日
㈰

　

受
付　

8
時
30
分
〜
9
時

　

試
験　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
ほ
か

●
合
格
発
表　

8
月
下
旬
に
市
役
所

掲
示
板
（
国
道
10
号
側
）
に
合
格
者

の
受
験
番
号
を
掲
示
す
る
ほ
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
予
定
。
合

格
者
に
は
文
書
で
通
知
し
ま
す

●
試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

お
よ
び
請
求
方
法

　

6
月
4
日
㈪
か
ら
職
員
課
、
市
役

所
案
内
、
消
防
局
総
務
課
、
各
総
合

支
所
案
内
、
各
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布
し
ま
す
。
郵
便
請
求
の
場
合

は
、
封
筒
の
表
に
「
受
験
申
込
書
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
1
2
0
円
切
手

を
張
っ
た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封

筒
（
Ａ
4
判
用
紙
の
入
る
も
の
）
を

同
封
し
て
都
城
市
総
務
部
職
員
課

（
〒
885-

8
5
5
5
）
へ
請
求
し
て
く

だ
さ
い

●
受
付
期
間　

6
月
11
日
㈪
〜
25
日

㈪
の
8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
・

日
曜
日
は
除
く
）。
郵
送
の
場
合
は

6
月
25
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の

に
限
り
有
効

●
申
・
問 

職
員
課　

☎
23-

2
1
1
9

消
防
局
総
務
課　

☎
22-

8
8
8
2

国
家
公
務
員
Ⅲ
種
試
験

●
対
象　

昭
和
61
年
4
月
2
日
〜
平

成
2
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

●
受
付　

　

6
月
26
日
㈫
〜
7
月
3
日
㈫

●
第
１
次
試
験　

9
月
9
日
㈰

●
問　

詳
し
く
は
人
事
院
九
州
事
務

局
（
〒
812-

0
0
1
3 

福
岡
市
博
多

区
博
多
駅
東
2-

11-

1
） 

☎
0
9
2-

4
3
1-

7
7
3
3

旧
都
城
地
域

平
成
　20
年
成
人
式
実
行
委
員

　

今
年
度
か
ら
、
旧
都
城
地
域
の
成

人
式
は
地
区
別
に
分
散
し
て
開
催

（
旧
4
町
は
従
来
ど
お
り
）
す
る
こ

と
で
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴

い
、
各
地
区
の
成
人
式
の
企
画
運
営

を
行
う
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
趣
旨　

成
人
の
日
を
迎
え
た
青
年

を
祝
い
励
ま
す
と
と
も
に
、
社
会
人

と
し
て
の
自
覚
を
促
す
た
め
に
開
催

し
ま
す
。
ま
た
、
成
人
式
を
青
年
教

育
お
よ
び
青
少
年
健
全
育
成
の
一
環

と
と
ら
え
、
新
成
人
が
、
自
分
た
ち

を
こ
れ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
家
庭
、

学
校
、
地
域
に
対
す
る
感
謝
の
気
持

ち
を
新
た
に
し
、
ま
た
、
次
代
の
担

い
手
と
し
て
、
積
極
的
に
地
域
づ
く

り
に
参
画
す
る
た
め
の
契
機
と
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
ま
す

●
日
時　

平
成
20
年
1
月
14
日
㈪　

　

10
時
受
付　

10
時
30
分
開
会

●
会
場　

各
地
区
内
中
学
校
体
育
館

（
西
岳
・
夏
尾
地
区
は
西
岳
地
区

公
民
館
）

●
対
象　

昭
和
62
年
4
月
2
日
〜
昭

和
63
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人

●
そ
の
他　

実
行
委
員
会
会
議
は
年

間
5
回
程
度
（
平
日
夜
）
を
予
定

●
問　

生
涯
学
習
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
5

※
山
田
地
域
に
つ
い
て
も
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
山
田
総
合
支
所

生
涯
学
習
課　

☎
64-

1
1
2
1

都
城・旭
川
児
童
生
徒

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流

　

夏
休
み
と
冬
休
み
に
北
国
・
旭
川

の
子
ど
も
た
ち
と
す
て
き
な
思
い
出

を
作
り
ま
せ
ん
か
。
夏
だ
け
、
冬
だ

け
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

●
対
象
・
定
員　

市
内
の
小
学
5
年

生
か
ら
中
学
2
年
生
、
約
20
人

●
申
込
方
法　

6
月
15
日
㈮
ま
で
に

学
校
長
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

【
夏
季
交
流
】　

旭
川
の
子
ど
も
を
家

庭
に
受
け
入
れ
ま
す

●
日
程　

　

7
月
27
日
㈮
〜
8
月
1
日
㈬

●
費
用　

小
、
中
学
生
約
4
万
円

【
冬
季
交
流
】　

夏
に
受
け
入
れ
た
旭

川
の
子
ど
も
の
家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
し
ま
す

●
日
程

　

平
成
20
年
1
月
3
日
㈭
〜
7
日
㈪

●
費
用　

　

小
学
生　

約
7
万
5
、0
0
0
円

　

中
学
生　

約
10
万
円

●
問　

月
・
水
・
金
曜
日
の
10
時
〜

17
時
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
事
務
局

☎
24-

5
3
1
2

都
城
音
楽
祭

声
楽
ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生

●
日
程　

　

8
月
6
日
㈪　

13
時
〜
17
時

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

個
人
レ
ッ
ス
ン
方
式
で
基

本
的
な
声
楽
指
導
を
行
い
ま
す
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●
講
師　

ウ
ー
ヴ
ェ
・
ハ
イ
ル
マ
ン

さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）、
中
村
智

子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）

●
定
員　

4
人

●
資
格　

声
種
、
年
齢
は
問
い
ま
せ

ん　

※
テ
ー
プ
審
査
あ
り

●
費
用　

1
万
5
、0
0
0
円
（
1

人
当
た
り
60
分
の
レ
ッ
ス
ン
料
）

●
申
・
問　

6
月
30
日
㈯
ま
で
に

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

☎
26-

7
7
7
0

都
城
音
楽
祭

声
楽
コ
ン
ク
ー
ル（
高
校
生
部
門
）

●
日
程　

　

予
選　

8
月
10
日
㈮　

13
時
〜

　

本
選　

8
月
11
日
㈯　

13
時
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
費
用　

5
、0
0
0
円

●
申
・
問　

7
月
10
日
㈫
ま
で
に

　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　

☎
26-

7
7
7
0

 

催　

し

Event

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
程
・
出
演

6
月
21
日
㈭　

都
城
ハ
ー
モ
ニ
カ

教
室
（
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏
）

●
時
間　

12
時
20
分
〜

●
場
所　

市
役
所
西
館
1
階
ロ
ビ
ー

●
問　

経
営
戦
略
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
5

都
城
音
楽
祭

【
演
奏
会
】

●
日
時　

8
月
3
日
㈮　

19
時
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

ウ
ー
ヴ
ェ
・
ハ
イ
ル
マ
ン

さ
ん
（
テ
ノ
ー
ル
歌
手
）
と
中
村
智

子
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
）
に
よ
る

演
奏
と
お
話

●
入
場
料　

2
、0
0
0
円

【
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
in
都
城
】

●
日
時　

7
月
28
日
㈯　

19
時
〜

●
場
所　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

●
内
容　

県
出
身
者
、
在
住
者
に
よ

る
コ
ン
サ
ー
ト

●
入
場
料　

1
、0
0
0
円

●
問　

ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ
ラ
ザ

　
　
　

☎
26-
7
7
7
0

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
風
林
火
山
」展
・
公
開
セ
ミ
ナ
ー

【「
風
林
火
山
」展
】

●
期
間

　

6
月
30
日
㈯
〜
7
月
10
日
㈫

　

9
時
〜
22
時　

入
場
無
料

※
4
日
㈬
は
休
館
日

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容　

パ
ネ
ル
展
示
、
出
演
者
衣

装
展
示
、
映
像
展
示
な
ど

●
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局

　
　
　

☎
0
9
8
5-

32-

8
1
1
4

【
公
開
セ
ミ
ナ
ー
】

●
日
時　

7
月
1
日
㈰

　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分　

　

入
場
無
料

●
場
所　

総
合
文
化
ホ
ー
ル

●
内
容

◎
第
１
部　

デ
ジ
タ
ル
放
送
で
楽
し

む
「
大
河
ド
ラ
マ
・
風
林
火
山
」

◎
第
２
部　

講
演
「
戦
国
の
激
流
を

泳
ぎ
ぬ
く
〜
風
林
火
山
・
山
本
勘

助
〜
」

　

講
師　

童
門
冬
二
さ
ん
（
作
家
）

●
申　

往
復
は
が
き
の
「
往
信
用
裏

面
」
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表
面
」
に
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の

上
、〒
880-

8
6
3
3
（
住
所
不
要
）、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局
「
風
林
火
山
セ

ミ
ナ
ー
」
係
あ
て
6
月
13
日
㈬
必
着

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
の

上
、
1
枚
で
2
人
ま
で
入
場
で
き

る
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す

※
個
人
情
報
は
、
抽
選
結
果
報
告
の
ほ

か
、
受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

●
問　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
宮
崎
放
送
局

　
　
　

☎
0
9
8
5-

32-

8
1
2
4

 
講
座・教
室

Course

・Class

ろ
う
学
校
で
学
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
講
座

●
日
時　

　

6
月
24
日
㈰　

10
時
〜
15
時

　

8
月
5
日
㈰　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
ろ
う
学
校

●
定
員　

30
人　

※
先
着
順

●
申
・
問　

都
城
ろ
う
学
校　

　
　
　
　
　

☎
22-

0
6
8
5

よ
か・
余
暇
・
楽
習

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業

【
ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
教
室
】

●
日
時
・
場
所　

毎
月
第
1
・
3
火

曜
日　

10
時
〜
12
時　

小
松
原
地
区
公
民
館　

※
5
人
以
上
で
開
催

【
詩
吟
教
室
】

●
日
時
・
場
所　

毎
月
第
1
・
3
金

曜
日　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
5
人
以
上
で
開
催

【
社
交
ダ
ン
ス
教
室
】

●
日
時
・
場
所　

毎
週
月
曜
日　

20
時
〜
22
時　

小
松
原
地
区
公
民
館

【
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
教
室
】

●
日
時
・
場
所　

毎
月
第
2
・
4
火

曜
日　

10
時
〜
12
時　

小
松
原
地
区

公
民
館

●
費
用　

1
回
5
0
0
円
〜
7
5
0

円
（
教
材
費
別
）

●
申
・
問　

き
ら
り
ネ
ッ
ト
都
城　

　
　
　
　
　

☎
23-

4
0
8
0

飾
り
お
手
玉
づ
く
り

●
日
時　

6
月
15
日
㈮

　
　
　
　

13
時
30
分
〜

●
場
所　

農
業
伝
承
の
家（
安
久
町
）

●
参
加
料　

8
0
0
円

●
定
員　

20
人　

※
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す

●
持
っ
て
く
る
も
の　

裁
縫
道
具

●
申　

6
月
13
日
㈬
ま
で
に

　

正
応
寺
ご
ん
だ
の
会

　

☎
39-
3
7
6
0
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講
座・教
室

Course

・Class
高
等
職
業
訓
練
校
訓
練
生

　

各
科
定
員
20
人
で
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

【
着
付
科
（
3
カ
月
）】

●
日
程

7
月
12
日
か
ら
毎
週
木
曜
日　

①
朝
の
部　

10
時
〜
12
時

②
昼
間
部　

13
時
〜
15
時

③
夜
間
部　

19
時
〜
21
時

●
費
用　

1
万
1
、0
0
0
円

【
洋
裁
科
（
6
カ
月
・
1
年
）】

●
日
程
・
費
用

①
7
月
5
日
か
ら
毎
週
木
曜
日

　

10
時
〜
15
時　

4
万
円（
6
カ
月
）

②
7
月
7
日
か
ら
隔
週
土
曜
日

　

9
時
〜
13
時　

4
万
円（
1
年
分
）

【
手
編
科
（
１
年
）】

●
日
程
・
費
用

①
昼
間
部　

7
月
3
日
か
ら
毎
週
火

曜
日　

9
時
30
分
〜
15
時
30
分

　

5
万
円

②
夜
間
部　

7
月
5
日
か
ら
毎
週
木

曜
日　

19
時
〜
21
時　

4
万
円

【
パ
ソ
コ
ン
科
（
3
カ
月
）】

●
日
程　

7
月
5
日
か
ら
毎
週
月
・

　

木
曜
日　

18
時
〜
21
時

●
費
用　

4
万
2
、0
0
0
円

※
雇
用
保
険
加
入
者
は

　

3
万
7
、0
0
0
円

【
英
会
話
科
（
9
カ
月
）】

●
日
程　

7
月
5
日
か
ら
毎
週
木
曜

日
、
19
時
〜
20
時

●
費
用　

4
万
5
、0
0
0
円

【
経
理
事
務
科
（
3
カ
月
）】

●
日
程　

8
月
2
日
か
ら
毎
週
火
・

木
曜
日　

18
時
30
分
〜
21
時

●
費
用　

3
万
円　

※
雇
用
保
険
加

入
者
は
2
万
5
、0
0
0
円

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
科（
6
カ
月
）】

●
日
程

①
7
月
6
日
か
ら
隔
週
金
曜
日

　

9
時
〜
12
時

②
7
月
7
日
か
ら
隔
週
土
曜
日

　

9
時
〜
12
時

●
費
用　

2
万
1
、0
0
0
円

【
ゆ
っ
く
り
パ
ソ
コ
ン
科
（
随
時
）】

●
日
程　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
12
時

●
費
用　

9
、0
0
0
円
（
チ
ケ
ッ

ト
15
時
間
分
）

【
パ
ソ
コ
ン
会
計
科
（
8
回
）】

●
日
程　

6
月
19
日
か
ら
7
月
17
日

　

火
・
金
曜
日　

9
時
〜
12
時

●
費
用　

1
万
8
、0
0
0
円

●
申
・
問　

都
城
地
域
高
等
職
業
訓

練
校　

☎
23-

2
3
1
6

パ
パ
マ
マ
教
室

●
日
時　

6
月
17
日
㈰

　
　
　
　

9
時
30
分
〜
12
時

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
対
象　

妊
娠
中
の
人
お
よ
び
そ
の

家
族　

※
夫
婦
で
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入

れ
方
実
習
、
パ
パ
の
妊
婦
疑
似
体
験

な
ど

●
定
員　

12
組

●
申
・
問　

こ
ど
も
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
6
8
4

中
央
公
民
館
主
催
教
室

　

成
人
の
初
心
者
を
対
象
に
7
月
〜

翌
年
3
月
ま
で
開
講
し
ま
す
。

●
教
室
名
・
日
時
・
定
員
・
講
師
名

油
絵　

第
1
・
3
土
曜
日

13
時
30
分
〜
16
時
30
分　

15
人

川
越
勇
美

ミ
ニ
盆
栽　

第
2
・
4
水
曜
日

13
時
〜
15
時　

15
人

原
口　

学

●
受
講
料　

年
間
5
、0
0
0
円
程

度
（
教
材
費
、材
料
費
は
別
途
必
要
）

●
そ
の
他　

定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
申
し
込
み
少
数
で
、
開

設
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

●
申
込
期
間

　

6
月
1
日
㈮
〜
6
月
22
日
㈮

●
申
・
問　

中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

☎
24-

5
9
6
9

都
城
工
業
高
校

ジ
ュ
ニ
ア
も
の
づ
く
り
講
座

●
日
時　

6
月
30
日
㈯

　
　
　
　

9
時
〜
14
時
30
分

●
場
所　

都
城
工
業
高
校

●
対
象　

　

小
学
5
・
6
年
生
、
中
学
生

●
定
員　

15
人　

※
先
着
順

●
内
容　

七
宝
焼
（
オ
リ
ジ
ナ
ル

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
）

●
参
加
費　

2
0
0
円
（
保
険
料
）

●
申
・
問　

6
月
28
日
㈭
ま
で
に
、

往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
都
城
工
業
高
校
化
学
工
業
科

（
〒
885-

0
0
8
4　

五
十
町
2
4
0
0

番
地
）へ　

☎
22-

4
3
4
9

 

相　

談

Counseling

行
政
相
談

●
日
程
・
場
所

6
月
16
日
㈯　

9
時
〜
12
時

岩
﨑
不
動
産
事
務
所
（
高
崎
町
）

6
月
19
日
㈫　

10
時
〜
12
時

山
之
口
地
区
公
民
館

6
月
21
日
㈭　

13
時
〜
16
時

都
城
大
丸
7
階

●
問　

秘
書
広
報
課

　
　
　

☎
23-

3
1
7
4

赤
ち
ゃ
ん
健
康
相
談（
無
料
）

　

身
体
測
定
や
、
保
健
師
・
栄
養
士

に
よ
る
育
児
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

6
月
27
日
㈬

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

●
場
所　

市
民
健
康
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
市
役
所
地
下
1
階
）

●
問　

こ
ど
も
課

　
　
　

☎
23-

2
6
8
4
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産
業
財
産
権
相
談
事
業

特
許
相
談（
無
料
）

●
日
時　

6
月
19
日
㈫　

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
場
所　

都
城
商
工
会
館

●
内
容　

特
許
、
実
用
新
案
、
意
匠
、

商
標
な
ど

●
問　

工
業
振
興
課　

　
　
　

☎
23-

2
7
5
3

ウ
エ
ル
ネ
ス・ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

総
合
相
談
室（
無
料
）

●
場
所　

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
常
設
相
談
】

●
日
時　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　

9
時
〜
16
時

●
内
容　

心
配
ご
と
（
面
談
・
電
話
）

【
法
律
相
談
】

●
日
程
・
場
所

6
／
7
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
／
14
㈭
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

6
／
21
㈭
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
／
28
㈭
山
田
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
6
人

【
司
法
書
士
相
談
】

●
日
程
・
場
所

毎
週
水
曜
日

総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

6
／
27
㈬
高
城
老
人
福
祉
館

6
／
27
㈬
高
崎
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

●
時
間　

14
時
〜
17
時

●
内
容
・
定
員　

予
約
面
談
、
6
人

【
税
金
相
談
】

●
日
時　

6
月
15
日
㈮

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

●
内
容　

贈
与
、
相
続
、
譲
渡
ほ
か

●
場
所　

高
城
老
人
福
祉
館

【
出
張
相
談
】

●
日
程
・
場
所

6
／
7
㈭
小
松
原
地
区
公
民
館

6
／
14
㈭
山
之
口
ふ
れ
あ
い
の
館

6
／
21
㈭
中
郷
地
区
公
民
館

●
時
間　

9
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
問　

ウ
エ
ル
ネ
ス
・
ハ
ー
ト
セ
ン

タ
ー　

☎
25-

8
3
4
9

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

無
料
健
康
相
談

　

産
業
医
の
選
任
義
務
の
な
い
小
規

模
事
業
場（
50
人
未
満
）
の
従
業
員

と
事
業
主
を
対
象
に
、
産
業
医
に
よ

る
夜
間
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

●
日
時　

①
8
月
8
日
㈬　

　

②
10
月
10
日
㈬　

18
時
〜
19
時　

●
場
所

　

都
城
市
北
諸
県
郡
医
師
会
館

●
問　

都
城
・
西
諸
地
域
産
業
保
健

セ
ン
タ
ー　

☎
22-

0
7
5
4

 

お
知
ら
せ

Inform
ation

児
童
手
当

◎
児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
小
学
校

修
了
前
特
例
給
付
の
振
り
込
み

　

手
当
の
6
月
期
分（
2
〜
5
月
分
）

を
6
月
8
日
㈮
に
振
り
込
み
ま
す
。

●
対
象　

小
学
校
終
了
前
ま
で
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
認
定
請
求

書
を
提
出
し
、
受
理
さ
れ
た
人

●
手
当
月
額　

①
3
歳
未
満　

一
律

1
万
円　

②
3
歳
以
上　

第
1
・
2

子　

5
、0
0
0
円　

第
3
子
以
降

1
万
円

※
請
求
月
の
翌
月
か
ら
支
給

●
そ
の
他　

出
生
、
死
亡
、
離
婚
、

転
出
・
転
入
な
ど
の
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
市
民
課
と
は
別
に
届
け
出

が
必
要
で
す
。
公
務
員
は
勤
務
先
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎「
児
童
手
当
現
況
届
」の
提
出

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

人
は
、
毎
年
6
月
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
児
童
手
当

に
は
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
前
年
の
所

得
や
6
月
1
日
現
在
の
お
子
さ
ん
の
養

育
状
況
を
確
認
す
る
た
め
の
届
け
出
で

す
。
該
当
者
に
は
、
6
月
中
旬
に
「
現

況
届
用
紙
」
な
ど
を
発
送
し
ま
す
。
必

要
書
類
を
そ
ろ
え
て
、
7
月
13
日
㈮
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
児
童
と
同

居
で
あ
り
、
記
載
事
項
に
変
更
が
な
い

場
合
は
郵
送
で
か
ま
い
ま
せ
ん
。
提
出

が
な
い
と
、
6
月
以
降
の
手
当
は
支
給

さ
れ
な
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問  

こ
ど
も
課  

☎
23-
2
6
8
4

ハ
カ
リ
の
検
査

　

県
の
定
期
検
査
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
ハ
カ
リ
を
商
取
引
や
証
明
行
為

に
使
用
す
る
人
は
、
も
れ
な
く
検
査

を
受
け
ま
し
ょ
う
。
今
年
は
旧
山
之

口
町
、
旧
高
城
町
、
旧
山
田
町
、
旧

高
崎
町
の
地
区
が
検
査
対
象
で
す
。

●
計
量
士
の
検
査

　

県
の
検
査
の
前
に
登
録
計
量
士
が

巡
回
検
査
を
行
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
県

の
検
査
の
代
わ
り
に
行
う
も
の
で
、
こ

の
検
査
に
合
格
す
る
と
県
の
検
査
は
免

除
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
計
量
士
の
検
査

は
、
県
が
行
う
定
期
検
査
の
実
施
日
の

前
日
ま
で
し
か
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

●
計
量
士
検
査
の
利
点

①
使
用
し
て
い
る
状
態
で
検
査
し
ま

す
の
で
、
正
し
い
計
量
に
役
立
ち

ま
す

②
指
定
さ
れ
た
時
間
・
場
所
に
持
っ

て
行
か
な
く
て
よ
い

③
運
搬
し
な
く
て
よ
い

④
軽
微
な
修
理
や
、
ハ
カ
リ
の
使
い

方
の
指
導
が
受
け
ら
れ
る

●
登
録
計
量
士

大
坪　

隆（
大
王
町
）
☎
22-

1
2
3
6

大
坪
清
泰（
平
江
町
）

西
川
健
一

☎
24-

8
4
6
0

辻
村
雄
一（
松
元
町
）
☎
22-

1
0
7
1

●
県
の
定
期
検
査
日
程

①
7
月
2
日
㈪　

高
城
総
合
支
所

②
7
月
4
日
㈬　

山
之
口
総
合
支
所

③
7
月
6
日
㈮　

高
崎
総
合
支
所

④
7
月
9
日
㈪　

山
田
体
育
館

10
時
30
分
〜
15
時

●
問　

宮
崎
県
計
量
検
定
所

　
　
　

☎
0
9
8
5-

58-

2
9
2
9
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お
知
ら
せ

Inform
ation

緑
の
募
金

　

美
し
い
郷
土
を
つ
く
り
、
豊
か
な

水
を
は
ぐ
く
む
、
緑
資
源
を
守
る
た

め
、「
緑
の
募
金
」
へ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
募
金
の
約
7
割
は
市

内
の
各
地
域
、
団
体
で
実
施
す
る
緑

化
事
業
や
み
ど
り
の
少
年
団
活
動
へ

助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
募
金
窓
口
・
問　

　

森
林
保
全
課　

☎
23-

2
1
5
2

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
へ

　

梅
雨
の
時
期
に
は
、
家
畜
の
ふ
ん

尿
に
よ
る
に
お
い
や
害
虫
発
生
、
降

雨
時
の
ふ
ん
尿
流
出
な
ど
の
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
。
畜
舎
の
清
掃
や
た

い
肥
舎
、
運
動
場
の
適
正
な
管
理
を

行
う
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。
家
畜

排
せ
つ
物
法
の
管
理
基
準
に
従
っ

て
、
家
畜
ふ
ん
尿
の
適
正
な
処
理
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問　

畜
産
課　

☎
23-

2
7
6
9

文
化
活
動
団
体
に
補
助

●
対
象　

構
成
員
の
過
半
数
が
旧
都

城
市
内
に
住
所
を
有
す
る
団
体
、
ま

た
は
事
務
局
が
旧
市
内
に
あ
る
団
体

●
補
助
事
業
名
・
内
容

【
文
化
団
体
等
自
主
事
業
費
】

ア
マ
チ
ュ
ア
の
文
化
団
体
が
行
う
芸

術
文
化
に
関
す
る
公
演
、
展
示
な
ど

【
文
化
活
動
補
助
】

（
旧
総
合
文
化
祭
参
加
補
助
）

市
内
、
三
股
町
、
曽
於
市
の
文
化
施

設
を
利
用
し
て
行
う
、
演
劇
、
音
楽

な
ど
の
公
演
、
美
術
、
書
道
な
ど
の

展
示
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

機
関
誌
な
ど
の
出
版
活
動

※
教
室
な
ど
が
行
う
も
の
は
除
く

●
対
象
期
間　

　

4
月
1
日
〜
平
成
20
年
3
月
31
日

●
申
・
問　

6
月
29
日
㈮
ま
で
に

　

所
定
の
用
紙
で
生
活
文
化
課
へ

　

☎
23-

2
1
3
2

新
規
就
農
者
経
営
支
援
事
業

　

新
規
就
農
者
ま
た
は
農
業
後
継
者

で
新
規
部
門
に
取
り
組
む
農
家
に
対

し
て
新
た
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

●
要
件

①
市
内
に
住
所
を
有
し
、
新
規
に
農

業
に
従
事
し
、
将
来
地
域
の
担
い

手
農
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
こ
と

②
申
請
年
度
に
お
い
て
新
規
に
就
農

し
て
3
年
未
満
の
農
家

③
今
後
5
年
以
上
農
業
に
従
事
す
る

こ
と

●
内
容　

就
農
初
期
の
段
階
に
要
す

る
経
費
の
2
分
の
1
以
内
を
補
助　

（
50
万
円
を
限
度
）

※
1
世
帯
に
つ
き
1
回
を
限
度

●
問　

農
政
課

　
　
　

☎
23-

2
7
6
8

ご
み
の
搬
入
規
制

　

清
掃
工
場
定
期
点
検
整
備
の
た

め
、
次
の
期
間
は
、
個
人
、
業
者
に

か
か
わ
ら
ず
粗
大
ご
み
や
せ
ん
定
く

ず
、
草
木
の
搬
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

再
利
用
可
能
な
木
製
家
具
は
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
に
搬
入
で
き
ま
す
。

●
搬
入
規
制
期
間

　

6
月
18
日
㈪
〜
7
月
24
日
㈫

※
こ
の
期
間
以
外
で
も
機
械
の
故
障

な
ど
で
搬
入
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
搬
入
の
際
は
必
ず
清
掃

工
場
へ
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

●
問　

清
掃
工
場

　
　
　

☎
23-

0
2
7
7

社
会
福
祉
法
人
等
に
よ
る

利
用
者
負
担
軽
減
制
度

　

社
会
福
祉
法
人
が
、
低
所
得
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
制
度
で
す
。

●
対
象
サ
ー
ビ
ス　

社
会
福
祉
法
人

が
行
う
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型

通
所
介
護
、
訪
問
介
護
、
短
期
入
所

生
活
介
護
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

に
お
け
る
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
こ
れ
に

伴
う
食
費
、
居
住
費
（
滞
在
費
）、

宿
泊
費

※
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
も
含
み
ま
す

●
対
象　

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な

く
、
市
民
税
世
帯
非
課
税
で
次
の
要

件
を
満
た
し
、
生
計
が
困
難
と
市
が

認
め
た
人

①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯
で
１
５
０

万
円
、
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
50
万
円
を
加
算
し
た
額
以
下

②
預
貯
金
な
ど
の
額
が
単
身
世
帯
で

3
5
0
万
円
、
世
帯
員
が
1
人
増

え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を
加
算

し
た
額
以
下

③
世
帯
が
そ
の
居
住
の
用
に
供
す
る

家
屋
そ
の
ほ
か
日
常
生
活
の
た
め

に
必
要
な
資
産
以
外
に
利
用
し
得

る
資
産
を
所
有
し
て
い
な
い

④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
な
ど
に
扶

養
さ
れ
て
い
な
い

※
生
活
保
護
受
給
者
お
よ
び
旧
措

置
入
所
者
で
利
用
者
負
担
割
合
が

5
％
以
下
の
人
は
、
軽
減
制
度
の

対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん

●
手
続
き
に
必
要
な
も
の

①
申
請
者（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯

全
員
の
収
入
が
確
認
で
き
る
書
類

※
源
泉
徴
収
票
・
年
金
支
払
通
知
・

そ
の
ほ
か
収
入
を
証
す
る
書
類

②
申
請
者（
対
象
者
）
お
よ
び
世
帯

全
員
の
預
金
通
帳（
定
期
預
金
含

む
）・
印
鑑

③
申
請
者（
対
象
者
）の
健
康
保
険
証

●
そ
の
他　

既
に
負
担
軽
減
確
認
証

を
お
持
ち
の
人
は
、
6
月
30
日
ま
で

に
更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な

お
、
7
月
以
降
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
の
課
税
状
況
な

ど
に
よ
り
認
定
し
ま
す
の
で
、
前
年

度
の
認
定
内
容
と
変
更
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す

●
申
・
問　

　

介
護
保
険
課　

☎
23-

2
1
1
4

　

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課
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胃
・
子
宮
・
乳
が
ん
検
診

　

事
前
に
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

【
胃
が
ん
検
診
】

●
対
象　

40
歳
以
上
の
人

6
／
11
㈪
沖
水
地
区
公
民
館

6
／
28
㈭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

8
時
〜
9
時

【
子
宮
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
62
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
62
年
・
60
年
・
58
年
…
）

6
／
22
㈮

・
沖
水
地
区
公
民
館

　

9
時
〜
10
時

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

7
／
26
㈭

・
五
十
市
地
区
公
民
館

 

9
時
〜
10
時

・
妻
ケ
丘
地
区
公
民
館

　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

【
乳
が
ん
検
診
】

●
対
象　

昭
和
42
年
12
月
31
日
以
前

の
生
ま
れ
で
、
偶
数
年
生
ま
れ
の
女

性
（
昭
和
42
年
・
40
年
・
38
年
…
）

7
／
5
㈭
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

7
／
18
㈬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
受
付　

9
時
〜
16
時

●
検
診
料　

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
検

診
は
4
0
0
円
、
乳
が
ん
検
診
は

2
、0
0
0
円

※
老
人
医
療
受
給
者
、
健
康
保
険
高

齢
受
給
者
、
生
活
保
護
世
帯
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
は

検
診
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。
証
明

書
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い

●
そ
の
他　

平
成
19
年
4
月
以
降
に

が
ん
検
診
を
受
け
た
人
や
、
職
場
や

病
気
で
同
等
の
検
診
を
受
け
る
人
は

受
診
で
き
ま
せ
ん

●
申
・
問　

健
康
長
寿
課

　
　
　
　
　

☎
23-

2
7
6
5

介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
申
請

　

介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
、
介
護
老
人
保
健
施
設
、
介

護
療
養
型
医
療
施
設
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
含
む
）
の
居
住
費
（
滞
在
費
）

や
食
費
は
自
己
負
担
で
す
が
、
市
民

税
非
課
税
世
帯
な
ど
の
低
所
得
の
人

は
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
を

受
け
る
に
は
、
介
護
保
険
負
担
限
度

額
認
定
申
請
を
行
い
、
認
定
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
平
成

18
年
度
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
を
現
在
お
持
ち
の
人
は
、
有
効
期

限
が
6
月
30
日
ま
で
で
す
の
で
、
更

新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
な
お
、

7
月
以
降
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
の
課
税
状
況
な
ど
に
よ

り
認
定
し
ま
す
の
で
、
前
年
度
の
認

定
内
容
と
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

●
問　

介
護
保
険
課

　
　
　

☎
23-

2
1
1
4

鷹
尾
市
民
プ
ー
ル
の
休
止

　

鷹
尾
市
民
プ
ー
ル
は
昭
和
50
年
度

に
建
設
さ
れ
、
以
来
、
地
区
の
子
ど

も
た
ち
を
中
心
と
し
て
利
用
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
32
年
を
経
過
し
、
施

設
の
老
朽
化
に
よ
り
漏
水
お
よ
び
北

側
急
傾
斜
地
法
面
崩
落
な
ど
に
よ
り

危
険
な
状
態
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
安

全
性
を
最
優
先
に
考
え
、
休
止
の
措

置
を
取
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛

け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
問　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　

☎
23-

9
5
4
6

高
城
地
区
体
育
施
設
の
利
用

　

高
城
地
区
の
体
育
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
高
城
地
区
体
育
協
会
で
利
用

調
整
会
議
を
行
い
利
用
許
可
し
ま
す
。

【
利
用
調
整
会
議
】

●
日
程　

毎
月
第
2
月
曜
日
（
翌
月

の
利
用
調
整
を
実
施
）　

●
対
象
施
設　

高
城
運
動
公
園
（
総

合
体
育
館
、
野
球
場
、
多
目
的
広
場
、

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）、
高
城
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
、
石
山
体
育
セ
ン
タ
ー
、

高
城
農
業
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
高

城
多
目
的
研
修
集
会
施
設

●
申
・
問　

高
城
地
区
体
育
協
会

　
　
　
　
　

☎
58-

5
5
1
4

休日急病診療機関

●診療時間　9：00 ～ 18：00
※歯科は 17：00まで
月日 医療機関名 電話番号
6/17
（日）

宮永病院（内・胃・外） 22-2015
ケイオークリニック（内・小） 46-4500
はしぐち小児科（小） 24-5500
池之上整形（整・リハ・リウ） 23-2311
姉川医院（皮・泌） 22-2205
野田医院（産・婦） 24-8553
片平歯科医院 25-9300

6/24
（日）

藤元上町（内） 23-4000
いづみ内科（内） 22-7111
政所医院（内・小） 58-2171
野口脳神経外科（脳外科）47-1800
永井整形外科（整） 51-1122
中山耳鼻科（耳鼻） 24-2648
金丸歯科医院 22-3945

※診療機関は変更することがあります。
詳しくは、テレホンサービス（医師会は
☎ 23-5555、歯科医師会は☎ 25-4100）
で確認してください

◎ひむか救急ネットもご利用ください
http://www.qq.pref.miyazaki.jp

●休日当番薬局
6 /17㈰ プリマリー、ウエスト、チェロ調剤
6 /24㈰ ひむか上町、高城、つかさ、妻ケ丘
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●問い合わせ　生活文化課・国際交流推進担当　☎ 23-2295

広報カレンダー
Event
Calendar

●問い合わせ　図書館　☎ 22-0239

読み聞かせの部屋

図書館だより

国際交流員
のひとりごと

休 館 日 6月16～20・25日
7月2・5・9日

開館時間 9：30～18：50

6/16
～ 7/15

6月

18日㈪～
21日㈭

小学校巡回寄席　［市内８小学校］
問生活文化課　☎ 23-2132

20日㈬
9:00～

園児と農村女性の食育学習　［高木保育園］
問農政課　☎ 23-2768

23日㈯
18:30～

まちなかキャンドルナイト　［ウエルネス交流プラザ］
問ウエルネス交流プラザ　☎ 26-7770

23日㈯～
24日㈰

県学童野球大会　［都城運動公園野球場ほか］
問宮崎県軟式野球連盟事務局
☎ 26-0234（平日午前中のみ）

7月

1日㈰ 青井岳キャンプ場開き　［青井岳キャンプ場］
問青井岳荘　☎ 57-2177

1日㈰
8:30～

山田地区公民館対抗バレーボール・ソフトバレーボール大会
［山田体育館ほか］
問山田総合支所生涯学習課　☎ 64-1111

3日㈫
19:00～

市民大学講座「都城市政について」　［中央公民館］
問中央公民館　☎ 24-5969

7日㈯
12:30～

大淀川サミット　［総合文化ホール］
問環境政策課　☎ 23-2130

8日㈰～
9日㈪

おかげ祭り　［神柱神社周辺］
問おかげ祭り振興会　☎ 21-4835

こんにちは、都城！
　私は、中国重慶市から来た艾

がい

豊
ほう

で
す。大学時代からあこがれていた日本
での勤務と生活を楽しみにして来ました。私の住んでいた重慶
市は中国で４番目の直轄市で、世界的にその影響力や潜在能
力が注目されています。都城市と重慶市江津区は友好交流都
市として、また、重慶市は広島市とも姉妹都市としてさまざまな分
野で協力しており、未来に向かって友好の橋を築いてきました。
　さて、今回は私にとって初めての海外勤務なので、時々
異郷にいる寂しさを心から感じることもありますが、同僚も友
人も親切な人ばかりで「異郷にも友人あり」と感じています。
都城では新鮮な空気を吸い、晴れ渡っている青空を望み、
きちんと並んでいる街をそぞろ歩き、都城を肌で感じたいと
思っています。これから１年間で、中国の悠久の歴史や伝統
文化を皆さんに紹介したり、都城でのいろいろな体験を重慶
に紹介したりしたいと考えています。さらに、さまざまな分野
での協力と交流を通して、よりよい日中友好関係をつくる手
助けをしたいと思っていますので、よろしくお願いします。

艾豊（がいほう）さん
 （中国）  Vol.1

本とお話の会
●日時・内容　
①6月23日㈯　14：30～　なしうりとせんにん
②7月14日㈯　14：30～　ぶんぶくちゃがま
おはなしのへや “そらまめ”
●日時　6月28日㈭　11：00～11:30
●内容　絵本の読み聞かせ
●対象　未就学児の親子
都城おかしむじ会  愉快な四人語り
　４人の語り部による方言を使った昔話語りです。
●日時　7月7日㈯　14：30 ～15：00
●対象　児童から大人まで、20人程度
●演目　嫁さんときつね、ほたる、桜島の大噴火
　　　　運が悪い？  運がいい？、かめがうたう夜（5話）

移動図書館

くれよん号巡回予定
日　程 巡　回　場　所 巡回時間

7/11 ㈬
県営北原団地
丸野小学校
志和池小学校

10：50～11：20
13：00～13：50
14：30～16：00

7/10 ㈫
西岳地区公民館
吉之元小学校
西岳小学校

11：10～11：40
13：00～13：45
14：30～16：00

6/27 ㈬
庄内地区公民館
夏尾小学校
菓子野小学校

11：00～11：30
13：00～13：30
14：30～16：00

6/23 ㈯
祝吉地区公民館
沖水地区公民館
ミートショップながやま志比田店

13：00～13：40
14：10～14：50
15：20～16：00

6/28 ㈭ 志和池地区公民館
川東小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

7/3 ㈫ 御池小学校
庄内小学校

13：00～13：30
14：30～16：30

6/22 ㈮ 中郷地区公民館
安久小学校

11：00～11：30
13：00～14：00

7/14 ㈯
市営一万城北団地
久保原西自治公民館
鷹尾５丁目自治公民館
市営都原団地

10：50～11：20
13：00～13：40
14：00～14：40
15：00～15：40

7/4 ㈬ 梅北小学校
下今町自治公民館

13：00～14：00
14：30～16：00

7/6 ㈮ 木之川内小学校 13：30～15：30

6/26 ㈫
7/13 ㈮

小松原地区公民館
乙房小学校
横市地区公民館

10：50～11：20
13：00～13：50
14：30～15：30

6/30 ㈯ 高城地区公民館
山之口地区公民館

13：00～14：00
14：40～15：30

6/21 ㈭
7/12 ㈭

縄瀬小学校
市営都北団地

13：00～13：45
14：40～15：30

※6月16日～7月15日の日程※ [　　]内は場所　問は問い合わせ先
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■美術館（姫城町） ☎25-1447
開館時間　9：00～17：00（入館は16：30まで）

入館料　無料
休館日　6月11日～18日・25日／7月2日・9日
・おもしろい形展Part Ⅱ 「こどもと見よう！ 
～ へんてこりんな形 ～」（6/19 ～ 8/26）

・都城島津家伝来史料展（6/19 ～ 7/8）

■都城歴史資料館（都島町） ☎25-8011
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■高城郷土資料館（高城町） ☎58-5963
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

■人形の館（山之口町） ☎57-5295
開館時間　9：30～17：00（入館は16：30まで）

入館料　一般 210 円　高校生 150 円
　　　　小中学生 100 円
　　　　※公演がある場合は別料金
休館日　毎週月曜日
・定期公演（6/17　14：00 ～）

■たちばな天文台（高崎町） ☎62-4936
開館時間　金・土曜日の19：00～22：00､
　　　　　土・日曜日の9：30～17：00

入館料　中学生以上300 円　小学生 100 円
・七夕の星を楽しむ会（7/7　土曜日）
・木星を楽しむ会（金・土曜日）

■山之口弥五郎どんの館（山之口町）
 ☎57-3713
開館時間　9：00～17：00

入館料　無料
休館日　毎週月曜日

■旧後藤家商家交流資料館（高城町）
 ☎58-6900
開館時間　10：00～16：00

入館料　大人 200 円　小中学生 100 円
休館日　毎週月曜日

※6月16日～7月15日の日程

今年の定期異動で広報担当の一員として配属
され、はや２カ月。慣れない職場に悪戦苦闘
の毎日が続いています。この間、美術展やウ
オーキング大会など数えるほどしか取材してい
ませんが、これから先皆さんのもとにどんどん
お邪魔します。すさんだ事件が多い中、少し
でも楽しい話題を取材し、さらに読みやすい
広報紙づくりを目指して頑張っていきたいと思
います。（栗）

問①６月は、○○災害防止月間です
問②「人の風景」で紹介された日本ハムファ
イターズの田中幸雄選手が達成したのは
○○○○本安打

問③「学校へ行こう」で紹介した高城高校の
シンボルは？

◎応募方法　はがきにクイズの答え、住所、
氏名、電話番号と、わたしの一言、6月号
を読んでの感想を書いて、
〒885-8555　市役所秘書広報課まで。
正解者の中から抽選で1人に、プレゼントを
差し上げます。

◎プレゼント
・都城銘茶　さぎり

◎商品取り扱い事業者
都城茶商工業協同
組合（都北町）☎ 38-2921

◎応募締切　7月2日㈪  当日消印有効
◎発　　表　本紙 8月号
◎ 4月号当選者
児玉道子さん（南鷹尾町）
現在は、介護問題、福祉問題など本当に
「うっちょかならん」ことばかりです
ね。もっと住みやすい町にしたいもので
す。

市の提供番組案内
■テレビ
•BTVケーブルテレビ（5ch）

　毎日5回・10分間放送
　① 6：50 ～　② 11：50 ～
　③ 17：50 ～　④ 21：20 ～
　⑤ 23：50 ～
　＜今後の放送予定＞
　6月11日～20日
　　「男女共同参画週間」
　6月21日～30日
　　「川の駅で遊ぼう！」
　７月1日～10日
　　「山田の大地で田植えに挑戦」

■ラジオ
•MRTラジオ（AM放送  936kHz）
　「みやこのじょうドキドキナビ」
　毎週：月～金曜日（祝日除く）
　15：30 ～ 15：45
市民参加型のラジオ番組を放送します
出演については、経営戦略課（☎23‐2115）

•シティエフエム都城（FM放送  76.4MHz）
　「インフォメーションM」
　毎週：月～金曜日
　10：00 ～ 10：05
　16：25 ～ 16：30（再）
市からのお知らせ、イベント情報などを
放送します
※毎月第 2・4木曜日の「モーニングブ
リーズ」（9：10 ～ 9：15）では、都城の
産業や観光情報などを放送します

都城市現住人口
平成19年５月1日現在 （前月比）
世　帯　数　　69,328世帯 （　　167）
人口総数　169,612　人 （　－406）
　　　男　　79,456　人 （　－205）
　　　女　　90,156　人 （　－201）
※ 国政調査に基づく推計人口です

今月の表紙
ちびっこラガーメンに大声援
　４月22日、母智丘公園多目的広場
で宮崎・鹿児島両県の小学校低学年
からシニアまでの 21 団体が参加して、
都城ラグビーフェスタが開催されました。
当日は途中から雨が降り出すあいにくの
天気でしたが、会場はラガーメンの熱気
と応援団の声援であふれていました。

～読者の一言～ 
このコーナーでは、寄せられた「わたしの一
言」の中から一部を紹介します

・夫の転勤で都城に来て１年半。子供とたくさ
ん歩き回って、やっといろいろな「お気に入
り」の店が見つかりました。都城はなかなか暮
らしやすいなぁと思います。 （早鈴町Ｏさん）

・散歩中に一面のレンゲ畑見ることができ
子供のころを思い出してうれしくなりま
した。 （高城町Ｍさん）

・地震が続けて起きていますが、災害は忘れた
ころにやってくるとも言われます。次は我
が身と思い、非常持ち出し品の再確認をし
ておきたいと思います。 （下長飯町Ｋさん）

・先日子供たちをつれて「川の駅」へ行きま
した。カラフルな自転車に乗って楽しそう
に走りまわる兄姉を、キョロキョロと一生
懸命目で追う末っ子がめちゃめちゃかわ
いかったです。 （山之口町Ｓさん）

・タイでボランティア活動をしておられる吉
國忠秀さんはすばらしい方だなぁと感心
しました。これからもがんばってくださ
い。　 （高崎町Ｈさん）

施設案内     広報クイズ第18回

 4 月号クイズ結果　応募総数 72通
 ◎正　解　 ① 674 億　　②モンゴル　
 　　　　　 ③メタセコイア



編
集
・
発
行
／
都
城
市
企
画
部
秘
書
広
報
課
　
〒
885-8555 宮

崎
県
都
城
市
姫
城
町
6-21

TEL0986-23-3174（
直
通
）　
TEL0986-23-2111（

代
表
）　
FA
X
0986-23-9824

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.city.m

iyakonojo.m
iyazaki.jp/　

印
刷
／
㈱
文
昌
堂

2
0

0
7

.6［
Vol.18］

古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
を
使
用

ぐるっと
みやこんじょ
かんじょうせん館場泉

高城郷土資料館（高城町）
盆地を見下ろす白亜の天守閣

　高城市街を見下ろす台地に築かれた中世山
城、月山日和城。その城跡の一角に立つ天守閣
風の建物が「高城郷土資料館」です。
　資料館へと続く木々に囲まれた坂道を上り詰
めると、突然目の前に現れてくる重厚なつくり
の石垣。城郭をイメージし、平成４年に建てら
れた地上３階・地下２階の館内には、高城の古
代から近代にかけての歴史を紹介する資料を展
示。江戸時代の寒天製造所や近代の古民家を復
元した実物大の模型、豪商後藤家の栄華を物語
る資料など、独自の文化をはぐくんできた高城
地域の歴史を体感できる施設です。また、３階
展望室からの眺めは絶景。資料館周辺を彩る春
のサクラ、初夏の新緑、晩秋の黄金色に輝く稲
穂など、四季折々の景色が堪能できます。

vol.6

施設案内
●利 用 時 間　９：30～17：00
●休　館　日　毎週月曜日
　　　　　　　※祝日の場合は翌日
●入　場　料　●小中学生  100円　
　　　　　　　●高  校  生  150円　●大人  210円
　　　　　　　※毎週土曜日は小中学生無料　　　　　　
●問い合わせ　高城郷土資料館　TEL 58-5963

M
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●病院

●コンビニ

●郵便局

●高城
　総合支所
●
高城
中学校

●高城小学校

至 宮崎

至 都城
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高城郷土資料館
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